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大
槌
町
の
蓬ほ

う

莱ら
い

島
の
神
社
に
安
置
さ
れ
、
震
災
で
被
災
し
た
「
弁
天
さ

ま
」
が
修
復
さ
れ
、
8
月
31
日
、
町
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。
高
貴
な
顔

立
ち
、
色
鮮
や
か
な
衣
装
。
震
災
前
の
華
や
か
さ
を
取
り
戻
し
た
弁
天

さ
ま
を
迎
え
、
地
元
で
は
式
典
を
開
い
て
喜
び
合
い
ま
し
た
。

「
弁
天
さ
ま
」
が

修
復
終
え
て
帰
郷

被災した弁財天＝ 2013 年 5 月 23 日 修復された弁財天＝ 2014 年 8 月 31 日

～
被
災
し
た
蓬
莱
島
の
守
り
神
～

　

弁
天
さ
ま
は
N
H
K
の
人
形
劇
「
ひ
ょ
っ

こ
り
ひ
ょ
う
た
ん
島
」
の
モ
デ
ル
と
さ
れ
る

蓬
莱
島
の
弁
天
神
社
に
、「
海
の
守
り
神
」

と
し
て
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
弁
財
天
で
す
。
高
さ

50
セ
ン
チ
で
、
8
本
の
腕
に
矛ほ

こ

や
弓
、
刀
な

ど
を
持
つ
「
8は

っ

臂ぴ

像
」。
津
波
に
よ
る
流
出

を
奇
跡
的
に
免
れ
ま
し
た
が
、
傷
つ
き
、
神

奈
川
県
横
須
賀
市
の
仏
師
の
も
と
で
修
復
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

弁
財
天
は
仏
教
と
と
も
に
伝
来
し
た
女
神

で
、
水
の
神
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
蓬
莱
島
の

弁
財
天
の
由
緒
は
定
か
で
は
な
く
、
地
元
に

は
、
鎌
倉
時
代
の
頃
、
大
津
波
に
よ
り
近
く

の
浜
に
流
れ
着
い
た
像
を
漁
師
が
祀
っ
た
と

い
う
言
い
伝
え
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
震
災

前
、
漁
師
た
ち
は
漁
に
出
る
と
き
に
弁
天
神

社
に
お
参
り
し
、
弁
天
さ
ま
に
豊
漁
と
漁
の

安
全
を
祈
願
し
て
い
ま
し
た
。

　

弁
天
さ
ま
の
修
復
費
用
は
約
2
0
0
万

円
。
民
間
団
体
か
ら
の
支
援
金
や
寄
付
金
が

充
て
ら
れ
ま
し
た
。
完
成
ま
で
約
8
カ
月
か

か
り
、
修
復
を
手
掛
け
た
仏
師
の
梶
谷
叡
正

さ
ん
（
64
）
は
「
像
に
は
『
大
正
6
年
修
復
』

と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
過
去
に
幾
度
と
な

く
津
波
に
襲
わ
れ
、
そ
の
度
に
修
復
さ
れ
て

き
た
の
で
し
ょ
う
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

弁
天
さ
ま
は
、
蓬
莱
島
を
望
む
大
槌
町
赤

3 蓬莱島の弁財天が修復終え帰郷

4-7 大槌まつり 華やかに

8-15 復興通信
　私たちがつくる私たちの新しいまち
　　〜⑦県立大槌病院
　産業復興だより
　　〜株式会社 ササキプラスチック〜
　復興を支える人 支える団体
　　〜岩間由華さん、
　　　大槌復興刺し子プロジェクト〜
　公共交通コラム
　おおつち海の勉強室

16-19 総合政策課からのお知らせ ほか

20 大槌町地域包括支援センターのページ

楽笑高齢者になろう

21 保健だより

22 すくすく赤ちゃん
PHOTO まちかど
町長随想

23 ひょうたん島日記

〜新青丸着岸式、生きた証シンポジウム〜

24-25 教育委員会だより  城山の風 第 80 号

26-27 まちのお知らせ
大槌町カレンダー

28 大槌学のすゝめ
編集後記

浜
の
岸
壁
で
開
か
れ
た
「
お
迎
え
式
」
に
臨
み

ま
し
た
。
虎
舞
や
大
神
楽
な
ど
郷
土
芸
能
団
体

が
演
舞
し
、
帰
郷
を
祝
い
ま
し
た
。

　
「
ひ
ょ
う
た
ん
島
復
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
代

表
の
岡
本
大
作
さ
ん
（
65
）
は
「
全
国
か
ら
の

支
援
に
感
謝
し
た
い
。
弁
天
さ
ま
は
故
郷
に
戻

る
こ
と
が
で
き
て
喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ

う
」
と
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
碇
川
豊
町
長
は

式
典
の
祝
辞
で
、「『
弁
天
さ
ま
』
と
親
し
ま
れ

て
き
た
弁
財
天
が
戻
っ
て
き
て
感
慨
深
い
。
蓬

莱
島
は
町
の
シ
ン
ボ
ル
。
観
光
の
た
め
に
も
社

や
し
ろ

や
鳥
居
の
修
復
に
努
力
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

　

蓬
莱
島
は
大
槌
湾
に
浮
か
ぶ
周
囲
2
0
0
メ

ー
ト
ル
ほ
ど
の
小
島
で
す
。
面
積
は
7
5
3
平

方
メ
ー
ト
ル
。
中
央
が
く
び
れ
、
ひ
ょ
う
た
ん

の
よ
う
な
形
に
な
っ
て
い
ま
す
。
町
は
昨
年
8

月
に
町
の
文
化
財
に
指
定
し
、
12
月
に
購
入
し

ま
し
た
。

　

島
は
震
災
で
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま
し

た
。
弁
天
さ
ま
の
ほ
か
、
灯
台
、
社
、
鳥
居
、

陸
と
島
を
結
ぶ
防
潮
堤
が
津
波
で
破
壊
さ
れ
ま

し
た
。
灯
台
や
防
潮
堤
は
再
建
さ
れ
、
社
、
鳥

居
は
被
災
当
時
の
ま
ま
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
島
全
体
の
復
興
が
本
格
化
し
、
社

が
修
復
さ
れ
る
ま
で
の
間
、
弁
天
さ
ま
は
近
く

の
神
社
に
「
仮
住
ま
い
」
し
ま
す
。
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▼
祭
り
に
向
け
て

◇
9
月
10
日

　
【
午
後
1
時
】「
震
災
後
4
回
目
の
祭
り
。
盛
り
土
で
通
行
止
め

の
場
所
が
多
い
が
、
祭
り
を
出
来
る
だ
け
で
幸
せ
。
復
興
へ
の
力

に
な
る
」。
中
須
賀
大
神
楽
保
存
会
会
長
で
町
郷
土
芸
能
保
存
団
体

連
合
会
事
務
局
長
の
蛇
口
久
夫
さ
ん
（
66
）。

　
【
午
後
2
時
】
大
槌
稲
荷
神
社
は
昨
年
、
神
輿
を
出
せ
な
か
っ
た
。

二
つ
の
神
社
の
神
輿
渡
御
が
そ
ろ
う
の
は
2
年
ぶ
り
。
宮
司
の
十

王
舘
正
一
さ
ん
（
82
）
は
「
2
年
続
け
て
神
輿
を
出
さ
な
い
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
犠
牲
者
の
霊
を
弔
う
た
め
に
も
今
年
は
出
す
」。

　
【
午
後
4
時
】
小
鎚
神
社
の
神
輿
は
震
災
後
、
初
め
て
小
鎚
川
に

入
る
。「
川
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
も
お
ら
れ
、
ず
っ
と
気
に
な

っ
て
い
た
」
と
小
鎚
神
社
宮
司
の
松
橋
知
之
さ
ん
（
45
）。

◇
9
月
14
日

　
【
午
前
9
時
】
小
鎚
神
社
の
神
輿
を
担
ぐ
社し

ゃ

人に
ん

会か
い

が
境
内
で
、「
観

音
神
輿
」「
明
神
神
輿
」
を
手
入
れ
。「
担
ぎ
手
60
人
で
2
基
の
神

輿
を
出
せ
ま
す
が
、
１
０
０
人
近
く
集
ま
る
で
し
ょ
う
」
と
社
人

会
会
長
の
三
浦
順
さ
ん
（
41
）。

◇
9
月
17
日

　
【
午
後
7
時
】
祭
り
を
2
日
後
に
控
え
て
金
澤
神
楽
が
大
槌
第
7

仮
設
団
地
の
集
会
所
で
稽
古
。「
各
団
体
が
稽
古
場
を
確
保
す
る
の

に
苦
労
し
て
い
ま
す
」
と
保
存
会
会
長
の
大
久
保
正
人
さ
ん
（
59
）。

▼
大
槌
稲
荷
神
社
宵
宮
祭

◇
9
月
19
日

　
【
午
後
6
時
30
分
】
大
槌
稲
荷
神
社
の
宵
宮
祭
。
夕
闇
が
迫
る
境

内
に
郷
土
芸
能
の
各
団
体
が
集
う
。
先
頭
は
松
の
下
大
神
楽
。
笛
、

鉦か
ね

、
太
鼓
が
鳴
り
響
き
、「
そ
ー
り
ゃ
、
そ
ー
り
ゃ
」
の
掛
け
声
。

9
団
体
が
順
番
に
舞
い
、
終
了
は
午
後
9
時
。

▼
大
槌
稲
荷
神
社
神
輿
渡
御

◇
9
月
20
日

　
【
午
前
8
時
】
快
晴
。
担
ぎ
手
不
足
が
心
配
さ
れ
て
い
た
神
輿
渡

御
が
ス
タ
ー
ト
。「
声
出
せ
」「
声
出
せ
」
と
叱し

っ

咤た

さ
れ
な
が
ら
神

社
の
急
な
石
段
を
下
り
る
。
神
輿
は
郷
土
芸
能
10
団
体
と
と
も
に

長
い
隊
列
を
組
み
な
が
ら
、「
源
水
」「
大
ケ
口
団
地
」「
復
興
き
ら

り
商
店
街
」「
旧
安
渡
小
」
な
ど
の
御お

旅た
び

所し
ょ

を
経
由
し
て
魚
市
場
の

「
お
祭
り
広
場
」
へ
。

　
【
午
後
12
時
50
分
】
20
日
は
彼
岸
の
入
り
。
旧
安
渡
小
か
ら
魚
市

場
に
向
か
う
道
端
に
生
花
と
線
香
が
供
え
ら
れ
て
い
る
。
安
渡
で

は
震
災
で
、
人
口
の
1
割
を
超
え
る
２
１
８
人
が
犠
牲
に
。

　
【
午
後
1
時
】
お
祭
り
広
場
に
到
着
。
岸
壁
の
漁
船
が
大
漁
旗
を

掲
げ
て
祝
う
。
上か

み

亰よ

鹿
子
踊
か
ら
金
澤
神
楽
ま
で
6
団
体
が
演
舞
。

　
【
午
後
3
時
】
お
祭
り
広
場
を
出
て
、「
惣と

う

川か
わ

」「
古ふ

る

学が
っ

校こ
う

」
に
向

か
う
。

　
【
午
後
4
時
20
分
】
神
輿
が
渡
御
を
終
え
て
神
社
参
道
の
石
段
前

に
着
く
。
急
な
石
段
を
一
気
に
駆
け
上
が
る
前
に
、10
分
ほ
ど
休
憩
。

　
【
午
後
4
時
50
分
】
神
輿
が
難
所
を
越
え
て
神
社
に
戻
り
、
神
輿

に
乗
せ
ら
れ
て
い
た
ご
神
体
を
本
殿
に
戻
す
。
担
ぎ
手
の
メ
ン
バ

ー
が
3
本
締
め
で
締
め
く
く
る
。

　
【
午
後
5
時
】
町
役
場
の
多
目
的
会
議
室
で
「
大
槌
町
応
援
職
員

の
会
」
総
会
が
開
会
。
年
1
回
の
総
会
を
祭
り
に
合
わ
せ
て
開
催
。

　
【
午
後
6
時
】
三
陸
花
ホ
テ
ル
は
ま
ぎ
く
で
、「
お
お
つ
ち
ま
つ

り
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
」
の
交
流
会
開
会
。
町
社
会
福
祉
協
議
会

鎮魂の祈り
復興への希望

　

大
槌
町
の
「
大
槌
ま
つ
り
」
が
9
月
19
日
か
ら
3
日
間
、
大

槌
稲
荷
神
社
の
宵
宮
祭
、
神み

こ
し輿
渡
御
、
小
鎚
神
社
の
宵
宮
祭
、

神
輿
渡
御
の
順
番
で
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
鹿し

子し

踊お
ど
り

、
大だ

い

神か
ぐ
ら楽
、
虎
舞
な
ど
の
郷
土
芸
能
が
、
勇
壮
、
華
麗
な
舞
で
祭
り

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
鎮
魂
の
祈
り
と
復
興
へ
の
希
望
を
託
し

た
祭
り
を
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
で
追
い
ま
し
た
。
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背
の
高
さ
が
ば
ら
ば
ら
で
は
担
ぎ
づ
ら
い
。
社
人
会
か
ら

「
4
年
ぶ
り
に
川
に
入
る
。
足
元
に
気
を
付
け
て
」「
神
輿

か
ら
手
を
離
さ
な
い
よ
う
に
」「
つ
ら
く
な
っ
た
交
代
さ

せ
る
か
ら
手
を
挙
げ
て
」
と
注
意
。

　
【
午
前
8
時
30
分
】
ご
神
体
を
本
殿
か
ら
神
輿
に
乗
せ

る
。

　
【
午
前
8
時
50
分
】
記
念
撮
影
後
、
2
基
の
神
輿
出
発
。

「
役
場
」「
桜
木
町
」「
臼
澤
伝
承
館
」「
花
輪
田
」
な
ど
の

御
旅
所
を
経
由
し
て
小
鎚
川
に
入
り
、
神
社
に
戻
る
コ
ー

ス
。

　
【
午
前
10
時
30
分
】「
お
お
つ
ち
ま
つ
り
で
会
い
ま
し
ょ

う
！
」
に
参
加
し
た
花
巻
市
の
小
林
敏
子
さ
ん
（
72
）
は
、

町
役
場
で
臼
澤
鹿
子
踊
、
中
須
賀
大
神
楽
を
鑑
賞
し
、「
太

鼓
、
笛
の
音
が
心
に
し
み
た
。
故
郷
が
懐
か
し
く
涙
が
こ

ぼ
れ
た
」。

　
【
午
前
11
時
】
神
輿
は
桜
木
町
へ
。
多
く
の
人
た
ち
が

道
端
で
神
輿
を
迎
え
、
手
を
合
わ
せ
た
り
、
清
め
の
塩
や

お
花
代
を
手
渡
し
た
り
。
八
幡
幸
子
さ
ん
（
63
）
は
「
復

興
が
な
か
な
か
進
ま
な
い
が
、祭
り
で
元
気
づ
け
ら
れ
る
。

早
く
、
ま
ち
が
活
性
化
し
て
ほ
し
い
」。

　
【
午
後
4
時
】
小
鎚
川
着
。
両
岸
と
小
鎚
川
を
見
下
ろ

す
橋
の
上
に
見
物
人
が
鈴
な
り
。
向
川
原
虎
舞
と
大
槌
城

山
虎
舞
が
舞
っ
た
後
、
入
水
。

　
【
午
後
4
時
40
分
】
2
基
の
神
輿
が
川
の
中
を
行
き
つ

戻
り
つ
し
、
出
水
。

　
【
午
後
4
時
50
分
】
神
社
着
。
2
基
の
神
輿
が
競
い
合

う
よ
う
に
境
内
を
走
り
ま
わ
る
。

　
【
午
後
5
時
35
分
】 

ご
神
体
を
本
殿
に
移
す
。
長
い
一

日
を
終
え
、
笑
顔
で
握
手
を
交
わ
す
人
、
こ
み
あ
げ
て
く

る
涙
を
ぬ
ぐ
う
人
。
川
に
入
っ
た
た
め
、
担
ぎ
手
の
衣
装

は
泥
だ
ら
け
。
社
人
会
は
三
本
締
め
で
締
め
く
く
る
。

が
主
催
し
、
盛
岡
、
花
巻
、
北
上
市
に
避
難
し
て
い
る
町

民
を
招
待
。49
人
が
参
加
。碇
川
豊
町
長
が
あ
い
さ
つ
。「
ピ

ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

る
。
故
郷
に
戻
っ
て
き
て
ほ
し
い
」

▼
小
鎚
神
社
宵
宮
祭

　
【
午
後
6
時
30
分
】
小
鎚
神
社
で
宵
宮
祭
始
ま
る
。
郷

土
芸
能
団
体
が
境
内
の
広
場
と
拝
殿
前
に
分
か
れ
て
演

舞
。
観
客
が
二
重
三
重
に
囲
ん
で
見
守
る
。
参
道
前
の
道

路
に
は
夜
店
も
出
て
に
ぎ
や
か
。

　
【
午
後
9
時
15
分
】
安
渡
虎
舞
を
最
後
に
演
舞
終
了
。

▼
小
鎚
神
社
神
輿
渡
御

◇
9
月
21
日

　
【
午
前
8
時
】
こ
の
日
も
快
晴
。
神
輿
の
担
ぎ
手
は
約

１
０
０
人
。
背
の
高
さ
で
2
班
に
分
か
れ
る
。
担
ぎ
手
の

　

金
澤
神
楽
は
大
槌
町
金
沢
地
区
に
古
く

か
ら
伝
わ
る
郷
土
芸
能
で
す
。
震
災
前
、

後
継
者
難
で
存
亡
の
危
機
を
迎
え
、
踊
り

手
を
女
性
や
地
区
外
に
広
げ
て
窮
地
を
脱

し
ま
し
た
。
大
槌
ま
つ
り
で
は
、
人
目
を

引
く
真
っ
赤
な
上じ

ょ
う
い衣
で
、
華
麗
な
御
神
楽

（
鶏
舞
）
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

か
つ
て
踊
り
手
は
男
性
が
中
心
で
、
金

沢
地
区
の
み
で
伝
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

20
人
ほ
ど
い
た
踊
り
手
は
震
災
前
、
4
人

に
ま
で
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
神
楽
を

守
れ
」。
男
性
や
地
区
内
に
こ
だ
わ
ら
ず
に

広
く
踊
り
手
を
求
め
、
現
在
、
メ
ン
バ
ー

は
15
人
に
ま
で
増
え
ま
し
た
。
踊
り
手
は

全
員
女
性
で
す
。

　

愛
好
会
か
ら
保
存
会
に
名
称
を
変
え
、

今
年
4
月
に
は
町
郷
土
芸
能
保
存
団
体
連

合
会
に
も
加
盟
し
ま
し
た
。

　

会
長
は
町
方
出
身
の
大
久
保
正
人
さ
ん

（
59
）。「
せ
っ
か
く
伝
承
さ
れ
て
き
た
神
楽

を
途
絶
え
さ
せ
た
く
な
か
っ
た
」。
神
楽
を

指
導
す
る
太
田
未
彩み

さ
き希
さ
ん
（
27
）
は
祖
父

か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
2
、
3
歳
の
時
か

ら
舞
い
始
め
ま
し
た
。「
神
楽
の
演
目
は
12

あ
る
が
、
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
2
演
目
。

も
っ
と
も
っ
と
演
目
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

　
「
臼
澤
鹿
子
踊
を
中
心
に
大

槌
町
内
の
郷
土
芸
能
を
調
査

し
て
い
ま
す
。
鹿
子
踊
の
た
て

が
み
に
使
わ
れ
る
ド
ロ
ノ
キ

の
植
樹
が
今
年
4
月
に
あ
り
、

町
内
に
あ
る
鹿
子
踊
5
団
体

が
協
力
し
合
い
ま
し
た
。
こ
れ

は
画
期
的
な
こ
と
で
、
個
々
の

団
体
の
踊
り
か
ら
、
町
の
踊
り

に
な
っ
た
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
復
興
に
向
け
て
、
地
域
を
つ

な
ぎ
、
世
代
を
つ
な
ぎ
、
町
の
宝
と
も
い
う
べ
き
存
在
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」

　
「
大
槌
町
の
郷
土
芸
能
は
、
鹿
子
踊
に
限
ら
ず
、
大
神
楽
も

虎
舞
も
、
震
災
前
と
比
べ
て
メ
ン
バ
ー
が
増
え
て
い
る
団
体
が

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
年
1
回
の
祭
り
だ
け
で
は
な
く
、
結
婚

式
や
新
築
祝
い
な
ど
で
舞
い
を
披
露
す
る
機
会
が
増
え
て
い
ま

す
。
震
災
前
と
比
べ
て
、
よ
り
一
層
、
日
常
生
活
に
密
着
し
、

地
域
根
付
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
」

　
「
郷
土
芸
能
は
伝
統
芸
能
で
す
が
、
必
ず
し
も
、
固
定
し
た

も
の
で
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
変
わ
ら
ず
に
消
滅
し
て
し
ま

う
の
で
は
な
く
、
大
槌
町

の
よ
う
に
、
変
化
し
な
が

ら
伝
承
さ
れ
て
い
く
柔
軟

性
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
」

「
生
活
に
密
着
し
根
付
く
郷
土
芸
能
」

金
澤
神
楽

広
く
踊
り
手
求
め
て
危
機
脱
す

池谷和信さん

国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
　
池い

け

谷や

和か
ず

信の
ぶ

さ
ん
（
55
）

鹿子踊が群舞したドロノキ植樹祭
＝ 4 月 27 日、新山高原
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3
階
建
て
で
２
年
後
に
開
院
予
定

　

新
病
院
の
再
建
場
所
は
、
寺
野
地
区
の

「
ふ
れ
あ
い
運
動
公
園
」
内
で
す
。
今
年
7

月
か
ら
新
築
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
平

成
27
年
度
に
完
成
、
平
成
28
年
度
の
開
院

を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　

病
院
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
3
階
建
て

で
、
延
床
面
積
は
5
3
5
3
㎡
、
病
床
数

は
50
床
。
敷
地
内
に
は
医
師
公
舎
（
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
て
）、
職
員
公
舎

（
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
て
）
も
建
設

私たちがつくる

私たちの新しいまち

〜⑦県立大槌病院〜

復興通信

さ
れ
ま
す
。

　

診
療
科
は
内
科
、
外
科
を
基
本
と
し
、

震
災
前
の
機
能
を
ほ
ぼ
維
持
す
る
形
で
ス

タ
ー
ト
す
る
計
画
で
す
。
内
科
の
医
師
は

4
名
、
そ
の
ほ
か
交
代
で
外
科
、
整
形
外

科
、
皮
膚
科
、
眼
科
の
医
師
が
診
療
を
行

う
予
定
で
す
。
50
床
の
病
床
は
、
主
に
回

復
期
の
患
者
を
受
け
入
れ
ま
す
。

　

現
在
、
県
立
大
槌
病
院
は
、
他
の
地
方

と
同
じ
よ
う
に
深
刻
な
医
師
不
足
と
い
う

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
課
題
に
対

処
す
る
た
め
に
は
、
同
じ
「
釜
石
保
健
医

療
圏
」
内
の
中
核
病
院
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
て
い
る
県
立
釜
石
病
院
と
の
連
携
が

カ
ギ
を
握
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

県
立
大
槌
病
院
で
全
て
の
治
療
を
し
よ

う
と
い
う
の
で
は
な
く
、
急
性
期
医
療
や

専
門
的
な
治
療
が
必
要
な
場
合
は
、
県
立

釜
石
病
院
を
中
心
に
、
釜
石
市
内
や
内
陸

の
病
院
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

県
立
釜
石
病
院
は
、
こ
れ
ま
で
の
診
療
、
入

院
、
救
急
患
者
受
け
入
れ
の
機
能
を
維
持

す
る
こ
と
が
前
提
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
5
月
、
県
立
釜
石
病
院
と
、

大
槌
町
内
の
病
院
、
診
療
所
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
結
ぶ
「
か
ま
い
し
・
お
お
つ
ち

医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
O
K
は
ま

ゆ
り
ネ
ッ
ト
）
が
本
格
稼
働
し
ま
し
た
。

5
病
院
、
17
診
療
所
か
ら
県
立
釜
石
病
院

の
予
約
が
で
き
、
患
者
さ
ん
の
診
療
記
録

が
共
有
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
県

立
釜
石
病
院
と
他
の
病
院
、
診
療
所
と
が

役
割
分
担
し
な
が
ら
、
限
ら
れ
た
医
療
資

施　設 構　造 延床面積
病　院 鉄筋コンクリート３階建て 5,353㎡
医師公舎 鉄筋コンクリート３階建て 1,057㎡
職員公舎 鉄筋コンクリート 4階建て 1,258㎡

年度 スケジュール
平成 26・27年度 建築工事
平成 28年度 開　　院

新・県立大槌病院
建築スケジュールと施設の概要

復興通信　「私たちがつくる　私たちの新しいまち」

小枕・伸松地区の復興まちづくり事業

診療所が設けられた上町ふれあいセンター

町役場

寺野

町方

源水

大ケ 口

小枕･ 伸松

凡例

土地区画整理事業区域

防集事業　移転促進区域

防集事業　移転先団地

大槌駅

旧県立大槌病院

国道
４５

号

三
陸
沿
岸
道
路

大槌Ｉ Ｃ

0 250 500 750 1,000125
メートル

県立大槌病院建設地

源
を
有
効
活
用
す
る
試
み
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

県
立
大
槌
病
院
の
岩
田
千
尋
院
長
は
こ

う
語
り
ま
す
。「
患
者
さ
ん
の
容
態
を
よ
く

看
る
に
は
、
様
々
な
現
場
を
見
て
き
た
ベ

テ
ラ
ン
の
医
師
が
必
要
で
す
。
話
を
聞
い

て
も
ら
い
た
い
患
者
さ
ん
も
い
る
。
新
し

い
技
術
が
必
要
な
専
門
的
な
治
療
は
大
き

な
病
院
で
若
い
先
生
た
ち
に
任
せ
た
い
。

新
し
い
病
院
で
は
、
町
民
が
今
後
病
気
が

悪
化
し
な
い
よ
う
、
ど
の
よ
う
な
治
療
を

す
れ
ば
い
い
か
、
道
筋
を
つ
け
て
あ
げ
よ

う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
槌
町
内
、
釜
石

市
内
の
病
院
、
開
業
医
は
互
い
に
連
携
し

て
助
け
合
い
、
住
民
の
健
康
を
守
る
こ
と

が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
」

　

震
災
後
に
仮
設
診
療
所
で
奮
闘

　

県
立
大
槌
病
院
の
震
災
前
の
診
療
科

は
、
医
師
が
3
名
い
る
内
科
の
ほ
か
、
診

療
応
援
医
師
に
よ
る
、
外
科
や
整
形
外
科
、

皮
膚
科
、
眼
科
が
あ
り
ま
し
た
。
病
床
は

60
床
ほ
ど
で
、
入
院
患
者
の
平
均
年
齢
は

約
80
歳
。
自
力
で
体
を
動
か
せ
な
い
患
者

が
30
名
、
一
日
の
通
院
患
者
は
1
6
0
名

ほ
ど
で
し
た
。

　

震
災
時
に
は
病
院
の
2
階
ま
で
浸
水
し

ま
し
た
が
、
患
者
は
全
て
3
階
に
入
院
し

て
い
た
た
め
ス
タ
ッ
フ
含
め
て
全
員
、
無

事
で
し
た
。
患
者
を
家
族
の
元
や
他
の
病

院
に
移
し
始
め
た
の
は
震
災
か
ら
４
日
目

の
3
月
14
日
。
翌
15
日
に
は
全
員
を
移
し

終
え
、
そ
こ
か
ら
病
院
再
建
へ
の
奮
闘
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
家
族
の
安
否
が
分
か
ら
な
い
ス
タ
ッ

フ
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
患
者
を
安
全
な

と
こ
ろ
へ
移
動
し
終
え
た
後
、
自
宅
や
家

族
の
安
否
を
そ
れ
ぞ
れ
確
認
し
た
ら
一
週

間
後
に
集
ま
ろ
う
、
と
一
度
解
散
し
た
ん

で
す
。
と
に
か
く
病
院
を
造
ら
な
い
と
、

と
い
う
思
い
で
し
た
」
と
岩
田
院
長
は
振

り
返
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
被
災
地
へ
支
援
に
き
て
い
た

医
師
た
ち
が
、
満
足
に
診
療
出
来
る
場
所

が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、「
ち
ゃ
ん
と
し
た

診
療
所
が
必
要
で
、
容
態
に
応
じ
た
薬
を

出
す
べ
き
だ
」
と
、
４
月
は
小
鎚
神
社
の

下
で
被
災
を
ま
ぬ
が
れ
た
「
上
町
ふ
れ
あ

い
セ
ン
タ
ー
」
に
診
療
所
を
置
く
こ
と
に

　

震
災
で
被
災
し
た
県
立
大
槌
病
院
の

新
築
工
事
が
今
年
7
月
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。
町
内
の
寺
野
地
区
に
平
成
28
年

度
の
開
院
を
め
ざ
し
ま
す
。
町
民
の
健

康
を
守
る
新
し
い
病
院
は
、
ど
の
よ
う

な
病
院
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
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な
り
ま
し
た
。
受
付
、
診
察
室
、
処
置
室
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
を
装
備
し
、
１
日
平
均
90
人

近
く
の
患
者
を
診
察
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
６
月
に
は
沢
山
地
区
に
仮
設

診
療
所
を
移
転
し
ま
し
た
。
当
初
は
医
師

が
不
足
し
、
町
内
の
民
間
の
開
業
医
に
交

代
で
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
。

　

現
在
の
状
況
を
岩
田
院
長
は
「
患
者
さ

ん
も
一
人
ひ
と
り
が
い
ろ
い
ろ
な
症
状
を

抱
え
て
い
ま
す
。
症
状
が
ひ
ど
い
人
、
一

見
症
状
が
軽
そ
う
に
見
え
て
も
重
病
の
所

見
が
あ
る
人
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
か
ら

話
せ
ば
落
ち
着
く
人
…
…
。
本
当
に
様
々

で
す
。
こ
こ
で
は
専
門
的
な
検
査
や
治
療

は
限
ら
れ
た
こ
と
し
か
出
来
ま
せ
ん
が
、

患
者
さ
ん
の
不
安
を
取
り
除
き
、
病
院
を

紹
介
し
た
り
、
ど
こ
の
科
に
行
っ
て
看
て

も
ら
え
ば
い
い
か
を
伝
え
た
り
す
る
の
が

役
割
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

岩田千尋院長

復興通信　「私たちがつくる　私たちの新しいまち」

病　院職員公舎

医師公舎

県立大槌病院完成予想図

　幸い工場はギリギリのところで津波の難を逃れることが
できましたが、地震の揺れで精密機械設備の多くが被害を
受けていました。従業員は全員無事でしたが、自宅を流さ
れたり、身内を亡くされたりしました。社長自身も自宅が
浸水し、停電が続く工場で家族と身を寄せ合いながら過ご
しました。2 カ月後の 5 月に電気が復旧すると、比較的早
期に事業を再開することが出来ました。業績も現在は震災
直前の水準に概ね回復しています。
　「震災を乗り越え、今後も自社技術を生かし新たなチャ
レンジをしていきたい」と佐々木社長は語ります。実際に、
岩手大や岩手県立大との産官学連携も始まりました。ササ
キプラスチックは、これからも「モノづくりの最前線」を
走り続けます。

　平成３（1991）年に吉里吉里で産声をあげた「株式会
社ササキプラスチック」は、県内でも知る人ぞ知る「技
術で鳴らす企業」の一つです。従業員は 12 名、平均年齢
35 歳の若い力が集います。
　最も得意とするのは、試作モデルや精密部品の製作です。
例えば、大手自動車メーカーが新しい車を開発する時、今
までにない新しい部品が必要になります。そんな時、メー
カーの「こんな部品が欲しいな」というイメージを、実際
に手に取れるモノとして最初に形にします。相手が思い描
く「新しい部品」を 3 ＤＣＡＤ（3 次元設計）で作成し、レー
ザー光によって樹脂を固める光造形システムや、マシニン
グを駆使して形にしていきます。こうして出来上がった部
品の試作モデルをメーカーが実際に組み立て、テストを繰
り返し、新しい車が誕生するのです。
　手掛けるのは車の試作パーツに限りません。家電や医療
機器など、あらゆる分野の試作パーツや精密部品を作るこ
とができます。こうした技術は「どんなものでも作れる企
業」として高い評価を受けています。日本のモノづくりの
最前線が、この大槌町にもあるのです。
　震災時、社長の佐々木さんは宮城県の取引先へ移動中で
した。揺れを感じてすぐに自社に連絡を取り、工場や従業
員の無事を確認することができました。しかし、その後は
一切連絡が取れなくなり、ガソリン不足で大槌町へ戻るこ
ともできず、テレビなどで津波の状況が映るたびに不安が
募る長い時間を過ごしました。ようやく大槌町に戻れたの
は、震災翌々日の朝のことでした。

④「株式会社 ササキプラスチック」
～技術を駆使して試作モデル製作～

3 次元データを利用し頭部のモデルを造形する作業

〒 028-1101 大槌町吉里吉里 30-9-1
℡ 0193-44-2301

　大規模な災害時に支援物資の輸送や物資拠点の
運営がスムーズにできるよう、大槌町は 8 月 18 日、
ヤマト運輸株式会社と協定を結びました。

協定書に署名後、碇川豊町長は「非常時に全国
的な配送ネットワークが期待できて心強い。いつ
起きるかわからない災害に備えたい」とあいさつ
し、岩手ベース店の木皿隆弘ベース長は「万が一
の場合、物流のノウハウを生かし、必要なところ
に必要なものを届けたい」と語りました。

震災時、支援物資の輸送が混乱したことから、
支援部物資を迅速に、的確に調達、配送すること
をめざしています。県内で自治体とヤマト運輸が
協定を結ぶのは、北上市、陸前高田市、釜石市、

協定書に調印した木皿隆弘ベース長（左）と碇川豊町長（右）
＝ 8月 18 日、町役場

災害時に輸送の円滑化めざす～町とヤマト運輸が協定～

久慈市、山田町に次いで 6 番目です。
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大
槌
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ　

岩
間
由
華
さ
ん
（
26
）

　　
音
楽
で
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い　

　

大
槌
ウ
イ
ン
ド
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
」
は

2
0
1
3
年
5
月
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

町
立
大
槌
中
学
校
、
吉
里
吉
里
中
学
校
、

県
立
大
槌
高
校
の
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

ら
に
よ
る
町
民
楽
団
で
す
。
岩
間
さ
ん
は
、

中
学
、
高
校
で
吹
奏
楽
部
に
所
属
し
、
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
吹
い
て
き
ま
し
た
。
楽
団

結
成
に
あ
た
り
、
友
人
か
ら
声
を
か
け
ら

れ
ま
し
た
。
仕
事
を
し
な
が
ら
続
け
ら
れ

る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、「
自

分
た
ち
の
音
楽
で
ま
ち
を
元
気
に
し
た
い
。

自
分
の
出
来
る
こ
と
は
音
楽
だ
」
と
思
い

入
団
し
ま
し
た
。

団
員
は
10
名
ほ
ど
。
高
校
生
か
ら
20
代

が
主
力
の
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

週
2
回
、
練
習
し
、
町
内
の
演
奏
会
や
イ

ベ
ン
ト
な
ど
で
演
奏
、
結
成
1
周
年
の
平

成
26
年
8
月
に
は
、
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

を
開
催
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
仕
事
場
と
仮
設
住
宅
と
の
行
き
来
だ
っ

た
生
活
が
、
打
ち
込
め
る
こ
と
が
出
来
て

張
り
合
い
が
あ
り
ま
す
。
人
に
聴
か
せ
る

以
上
は
、
も
っ
と
う
ま
く
な
り
た
い
と
い

う
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
の
中

に
は
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の
た
め
に
町
外
へ
指

導
を
受
け
に
行
く
人
も
。
初
心
者
の
メ
ン

バ
ー
も
い
て
和
気
あ
い
あ
い
と
練
習
し
て

い
ま
す
」

団
長
を
引
き
受
け
る
時
は
仕
事
と
両
立

出
来
る
か
ど
う
か
不
安
で
し
た
。
し
か
し

後
輩
が
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
て
、
や
っ

て
み
よ
う
と
決
断
し
ま
し
た
。
遠
方
に
い

る
O
B
や
O
G
に
声
を
か
け
た
り
、
様
々

な
人
と
の
演
奏
や
合
同
コ
ン
サ
ー
ト
も
視

野
に
入
れ
た
り
し
な
が
ら
活
動
し
て
い
ま

す
。「

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
関
係
が
密
に
な
っ

た
り
、
自
分
自
身
の
技
術
が
向
上
し
た
り
、

と
て
も
充
実
し
て
い
ま
す
。
結
婚
し
て
子

ど
も
が
出
来
て
も
続
け
た
い
。
練
習
に
子

ど
も
を
連
れ
て
き
て
も
い
い
。
小
さ
な
お

子
さ
ん
の
い
る
お
母
さ
ん
た
ち
、
ま
た
、

町
外
か
ら
来
て
い
る
方
た
ち
も
入
団
大
歓

迎
で
す
！
」

し
っ
か
り
と
し
た
面
持
ち
の
中
に
も
、

大
槌
に
遊
ぶ
所
が
欲
し
い
、
カ
ラ
オ
ケ
ボ
ッ

ク
ス
で
カ
ラ
オ
ケ
が
し
た
い
、
と
い
う
若

者
ら
し
い
横
顔
も
垣
間
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

メンバーと練習に打ち込む岩間由華さん（前列中央）

　　
大
槌
刺
し
子
を
地
域
ブ
ラ
ン
ド
に

　

2
0
1
1
年
5
月
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
任
意
団
体
「
大
槌
復
興
刺
し
子
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
活
動
を
始
め
ま
し

た
。
城
山
公
民
館
の
避
難
所
に
支
援
に
来

て
い
た
吉
野
和
也
さ
ん
が
、
避
難
所
の
女

性
た
ち
の
手
仕
事
と
し
て
指
導
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
し
た
。
日
本
の
伝
統
的
な

技
術
で
あ
る
「
刺
し
子
」
を
施
し
た
商
品

を
製
作
し
、
全
国
に
販
売
し
て
お
り
、
現

在
は
大
槌
町
花
輪
田
に
拠
点
を
設
け
て
い

ま
す
。
商
品
は
大
槌
の
鳥
で
親
し
み
が
あ

る
カ
モ
メ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
コ
ー
ス

タ
ー
、
ふ
き
ん
、
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
。
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
町
内
外
の
店
舗
で
販
売

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

や
、
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
に
よ
る
作
品
も
製

作
し
て
い
ま
す
。

　

横
浜
か
ら
震
災
後
に
移
住
し
て
き
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
内
野
恵
美

さ
ん
は
「
刺
し
子
は
従
来
、
家
の
中
で
、

大
切
な
人
の
た
め
に
作
っ
た
も
の
と
聞
い

て
い
ま
す
。
刺
し
子
さ
ん
た
ち
の
技
術
も

向
上
し
て
き
た
の
で
、『
復
興
』
と
い
う
文

字
が
な
く
て
も
お
客
さ
ま
に
選
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
な
、
付
加
価
値
の
高
い
商
品

を
作
っ
て
い
き
ま
す
」
と
説
明
し
ま
す
。

作
り
手
で
あ
る
「
刺
し
子
さ
ん
」
の

年
齢
層
も
、
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
に
も

広
が
り
、
現
在
60
名
で
品
質
の
高
い
商
品

事務所での商品荷造り作業

「復興を支える人　支える団体」

〒
0
2
8

-1
1
2
1

     

大
槌
町
小
鎚
第
26
地
割

                

字
花
輪
田
1
2
8
|
4

℡ 

0
1
9
3
（
5
5
）
5
3
6
8

復興通信　「復興を支える人　支える団体」

づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。
活
動
開
始

か
ら
今
年
の
6
月
30
日
ま
で
の
累
計
で
、

5
万
7
千
枚
、
6
千
5
0
0
万
円
を
売

り
上
げ
ま
し
た
。

「
技
術
指
導
の
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
る

と
、
刺
し
子
さ
ん
は
み
ん
な
喜
ん
で
集

ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
お
客
様

の
『
可
愛
い
』
と
か
、『
い
い
も
の
』
と

い
う
声
も
励
み
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
大
槌
刺
し
子
が
あ
る
こ
と
で
、
少
し

で
も
大
槌
を
明
る
く
で
き
た
ら
、
と
刺
し

子
さ
ん
た
ち
と
話
を
し
て
い
ま
す
。
地
元

の
方
々
に
も
も
っ
と
大
槌
刺
し
子
を
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま

す
」
と
内
野
さ
ん
は
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

大
槌
復
興
刺
し
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

大槌町役場の担当者が復興事業の進み具合を現地
に出向いて住民に説明し、意見を聞く「復興出前講
座」が 8 月 7 日と 9 月 11 日、大槌保育園で開かれ
ました。町側が3Ｄ映像で復興後の町並みをスクリー
ンに写し出し、模型を使って平成 28 年度開校予定
の小・中一貫教育校について説明しました。

お母さんたちは園児をあやしながら聞き入り、「28
年度開校が遅れることがないようにしてほしい」「通
学路はどうなるのか」「プールは町民にも開放され
るのか」などと質問しました。八木澤弓美子園長は

「復興協議会に参加できないお母さん方が少なくな
いので、このような機会は助かります。こんな町に
したい、なってほしいというお母さんたちの意見を
伝えることができればいい」と話しました。

出前講座は、今後、様々な場に出向きます。町役
場と町民が復興情報を共有する場、町民の意見を汲
み上げて復興事業に反映させる場をめざします。

小・中一貫教育校についての説明を聞くお母さんたち
＝ 8月 7日、大槌保育園

3D 映像で復興後の町並み写す～町が保育園で出前講座～

ひょうたん島プロジェクトに支援金～キリングループ

芳賀政和ど真ん中・おおつち協同組合理事長を真ん中に
贈呈式に臨んだ関係者＝ 7 月 31 日、町役場

　キリングループが日本財団の協力を得て大槌町の
「ど真ん中・おおつち協同組合」の「ど真ん中・お
おつち！ひょうたん島 GO・GO プロジェクト」に支
援金を寄贈し、7 月 31 日、大槌町役場で贈呈式が
ありました。

プロジェクトは、サケ、イカ、ウニ、カキなど、
大槌の海産物で新商品を開発し、ブランド化をめざ
します。寄付金は 3,600 万円。安渡 3 丁目の大槌漁
港内に木造平屋建ての施設も造ります。

碇川豊町長は「大槌では水産加工技術が脈々と受
け継がれてきた。ブランド化を期待してやまない」
とあいさつし、協同組合の芳賀政和理事長は「三陸
の海の幸を届けようと歯を食いしばってやってき
た。おいしい水産加工食品を開発し、支援を受けた
皆さんに恩返ししたい」と感謝しました。協同組合
は芳賀鮮魚店、小豆嶋漁業株式会社、有限会社浦田
商店、株式会社ナカショクの 4 者からなり、全国に
約 5,000 人のサポーターがいます。
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近
年
は
大
都
市
圏
を
除
く
と
、
鉄
道
や
バ
ス
を
移
動
に
使
う
割

合
は
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
鉄
道
や
バ
ス
は
明
治
期
か
ら
地
域
の
発
展
と
と
も
に
育
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
後
の
1
0
0
年
余
に
及
ぶ
歴
史
の
中
で
、
マ

イ
カ
ー
が
普
及
す
る
ま
で
の
70
年
近
い
期
間
は
、
移
動
の
ほ
と
ん

ど
を
公
共
交
通
に
依
存
し
て
い
た
の
で
す
。
今
回
は
ま
ず
、
鉄
道

や
バ
ス
が
ど
の
よ
う
に
地
域
の
中
で
発
展
し
て
き
た
の
か
を
概
観

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

地
域
開
発
と
産
業
振
興
を
担
っ
た
鉄
道

　

日
本
の
鉄
道
事
始
め
が
明
治
5
年
の
新
橋
～
品
川
間
で
あ
っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
は
、
日
本
の
背
骨

と
な
る
幹
線
鉄
道
と
、
石
炭
や
鉱
石
、
林
産
資
源
な
ど
を
積
み
出

す
目
的
の
産
業
鉄
道
が
発
達
し
た
時
代
で
し
た
。
鉄
道
網
が
発
達

す
る
の
は
も
っ
と
後
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
岩
手
県
沿
岸
部
で

は
、
官
設
釜
石
鉄
道
が
明
治
13
年
に
釜
石
～
大
橋
間
で
開
通
し
ま

す
が
、
ま
さ
に
鉄
鉱
石
を
釜
石
製
鉄
所
に
運
搬
す
る
た
め
の
産
業

鉄
道
で
し
た
。

　

明
治
25
年
の
鉄
道
敷
設
法
と
い
う
法
律
の
中
で
、
盛
岡
か
ら
宮

古
を
経
て
山
田
ま
で
の
鉄
道
が
計
画
さ
れ
、
大
正
9
年
に
山
田
線

と
し
て
盛
岡
か
ら
建
設
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
大
正
11
年

に
は
鉄
道
敷
設
法
が
改
正
さ
れ
て
、い
わ
ゆ
る
「
三
陸
縦
貫
鉄
道
」

が
予
定
線
に
な
り
ま
す
。
大
槌
を
通
る
鉄
道
が
計
画
さ
れ
た
の
も

こ
の
と
き
で
し
た
。
山
田
線
は
順
次
路
線
を
延
ば
し
、
昭
和
9
年

に
宮
古
ま
で
到
達
し
ま
し
た
。
そ
し
て
昭
和
10
年
に
陸
中
山
田
、

昭
和
11
年
に
岩
手
船
越
と
延
び
、
昭
和
13
年
4
月
に
大
槌
ま
で
延

長
さ
れ
ま
し
た
。
大
槌
に
悲
願
の
鉄
道
が
や
っ
て
き
た
の
で
す
。

　

山
田
線
が
釜
石
ま
で
全
通
し
た
の
は
昭
和
14
年
9
月
の
こ
と
。

こ
の
と
き
ま
だ
釜
石
線
が
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
山
田

線
は
釜
石
の
鉄
を
盛
岡
に
運
ん
で
東
北
本
線
を
経
由
し
て
各
地
へ

輸
送
す
る
貨
物
ル
ー
ト
と
し
て
、
大
槌
な
ど
の
沿
岸
の
港
町
と
盛

岡
を
結
ぶ
旅
客
ル
ー
ト
と
し
て
大
活
躍
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
さ
に
鉄
道
が
地
域

の
経
済
や
産
業
を
支

え
、
地
域
開
発
を
担
っ

た
時
代
で
し
た
。
釜

石
線
が
花
巻
～
釜
石

間
で
全
通
し
た
の
は

戦
後
、
昭
和
25
年
の

こ
と
で
し
た
。

　

生
活
の
足
と
し
て
伸
び
て
行
っ
た
バ
ス
路
線

　

日
本
で
最
初
に
バ
ス
が
営
業
さ
れ
た
の
は
明
治
36
年
の
京
都
で

し
た
。
そ
の
後
の
発
達
に
つ
い
て
、
バ
ス
は
大
都
市
か
ら
地
方

へ
、
鉄
道
が
ま
ず
開
通
し
た
の
ち
バ
ス
へ
、
と
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ

を
お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
実
は
バ
ス
の
歴
史
は
む
し
ろ
逆

で
、
市
電
や
人
力
車
な
ど
が
発
達
し
て
い
た
都
市
部
よ
り
馬
車
ぐ

ら
い
し
か
な
か
っ
た
地
方
の
ほ
う
が
開
設
が
早
く
、
ま
た
、
鉄
道

が
ま
だ
行
き
届
か
な
い
地
方
の
方
が
先
に
バ
ス
路
線
が
拡
大
し
て

い
き
ま
し
た
。
岩
手
県
で
最
初
の
バ
ス
が
走
っ
た
の
は
大
正
2
年

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
時
点
で
鉄
道
は
、
産
業
鉄
道
を
除
く

と
今
の
東
北
本
線
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
バ
ス
が
続
々
と
開

　

交
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鈴
木
文
彦
先
生
と
と
も
に
、
大
槌
の

公
共
交
通
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
を
考
え
て
い
く
こ
の
コ
ラ
ム
。
第

１
回
で
は
、「
こ
の
ま
ま
で
は
消
え
ゆ
く
地
域
公
共
交
通
」と
題
し
、

廃
止
や
利
用
者
の
減
少
が
続
く
全
国
が
公
共
交
通
の
現
状
を
紹
介

い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
鉄
道
や
バ
ス
が
時
代
に
応
じ
て
ど

の
よ
う
に
地
方
に
浸
透
し
て
き
た
の
か
を
見
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

公
共
交
通
コ
ラ
ム

　
　「
み
ん
な
の
足
は
み
ん
な
で
守
る
！
」

第
2
回  
地
域
公
共
交
通
の
あ
ゆ
み（
明
治
〜
昭
和
前
半
）

業
す
る
の
は
大
正
後
期

の
こ
と
。
沿
岸
部
で
も

釜
石
な
ど
で
バ
ス
が
走

り
始
め
ま
す
。
そ
し
て

昭
和
初
期
ま
で
に
小
規

模
な
バ
ス
会
社
が
多
数

成
立
し
ま
し
た
。
当
時

の
バ
ス
は
ほ
ぼ
個
人
事

業
だ
っ
た
た
め
、
鉄
道

と
違
っ
て
正
確
な
記
録

が
な
か
な
か
な
い
の
で
す
が
、
昭
和
７
～
８
年
頃
に
は
大
槌
に
も

バ
ス
が
走
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。
た
だ
、
今
の
国
道
45
号
も
当
時

は
貧
弱
な
道
路
で
し
た
の
で
、
バ
ス
は
本
数
も
限
ら
れ
、
時
間
も

か
な
り
か
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
個
人
事
業
の
バ
ス
は
戦
時
体
制
に
入
る
と
次
第
に
疲

弊
し
、
比
較
的
大
き
な
会
社
に
合
併
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

バ
ス
自
体
も
ガ
ソ
リ
ン
が
な
く
な
り
、
薪
や
木
炭
で
ガ
ス
を
発
生

さ
せ
て
エ
ン
ジ
ン
を
回
す
「
代
燃
車
」
に
変
わ
り
ま
す
。
そ
し
て

国
策
に
よ
っ
て
一
定
の
エ
リ
ア
を
ひ
と
つ
の
バ
ス
会
社
に
統
合
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
大
槌
か
ら
釜
石
、
遠
野
に
か
け
て
の
地
域
の

会
社
6
社
が
合
同
し
て
昭
和
19
年
に
「
岩
手
東
部
乗
合
自
動
車
」

が
成
立
し
ま
し
た
。
釜
石
製
鉄
所
の
増
産
も
あ
っ
て
、
こ
の
会
社

が
戦
後
の
復
興
期
に
果
た
し
た
役
割
は
大
変
大
き
な
も
の
で
し

た
。
そ
の
後
東
部
バ
ス
と
名
を
変
え
、
大
船
渡
な
ど
に
路
線
を
延

ば
し
ま
す
が
、
昭
和
32
年
に
は
岩
手
県
南
バ
ス
の
傘
下
に
入
り
、

バ
ス
の
デ
ザ
イ
ン
も
県
南
バ
ス
と
同
じ
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
ろ

ま
で
人
が
住
ん
で
い
る
限
り
バ
ス
路
線
が
末
端
ま
で
入
っ
て
い

く
、
バ
ス
に
と
っ
て
の
〝
黄
金
時
代
〟
で
し
た
。

　

鉄
道
も
バ
ス
も
転
機
が
訪
れ
る
の
は
昭
和
40
年
代
。
そ
の
後
の

推
移
に
つ
い
て
は
次
回
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

交
通
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト　

鈴
木
文
彦

　
「
海
の
勉
強
室
で
ウ
ナ
ギ
か
よ
！
」
と
言
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

大
槌
湾
に
も
ウ
ナ
ギ
の
住
む
場
所
が
あ
る
こ
と
は
知
る
人
ぞ
知
る

と
こ
ろ
で
す
。
で
も
、
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
。
今
か
ら
5

年
前
、
我
々
は
ウ
ナ
ギ
の
産
卵
場
が
遙は

る

か
グ
ア
ム
島
近
く
の
太
平

洋
に
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
水
深
数
千
メ
ー
ト
ル
か

ら
数
百
メ
ー
ト
ル
あ
た
り
ま
で
立
ち
上
が
る
西
マ
リ
ア
ナ
海か
い
れ
い嶺
と

い
う
巨
大
な
海
底
山
脈
の
周
辺
で
す
。
ま
た
、
ウ
ナ
ギ
が
月
の
無

い
新
月
の
夜
に
だ
け
産
卵
す
る
こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。
岩
の
下

か
ら
と
ぼ
け
た
顔
を
覗
か
せ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
の
強
い
ウ
ナ
ギ
で

す
が
、
実
は
大
槌
か
ら
3
0
0
0
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
近
く
も
離
れ
た

熱
帯
の
海
で
卵
を
産
ん
で
い
た
の
で
す
。

　

産
卵
場
で
ふ
化
し
た
ウ
ナ
ギ
は
、
親
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
レ

プ
ト
セ
フ
ァ
ル
ス
と
呼
ば
れ
る
幼
生
と
な
っ
て
、
お
よ
そ
半
年
も

の
間
、
海
流
に
流
さ
れ
な
が
ら
日
本
の
沿
岸
へ
や
っ
て
き
ま
す
。

こ
こ
で
シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
へ
と
姿
を
変
え
、
我
々
の
よ
く
知
る
川
や

沿
岸
域
で
の
生
活
を
始
め
ま
す
。
5
～
15
年
ほ
ど
か
け
て
十
分
に

成
長
す
る
と
、
ウ
ナ
ギ
は
再
び
産
卵
場
へ
旅
立
ち
ま
す
。
驚
く
べ

き
は
、
こ
の
時
か
ら
餌
を
食
べ
る
こ
と
を
や
め
、
お
よ
そ
半
年
後

の
産
卵
ま
で
数
千
キ
ロ
の
海
を
泳
ぎ
切
る
だ
け
で
な
く
、
お
腹
の

中
で
卵
を
発
達
さ
せ
る
こ
と
で
す
。
産
卵
を
終
え
た
親
ウ
ナ
ギ
は
、

サ
ケ
の
ホ
ッ
チ
ャ
レ
の
よ

う
に
精
も
根
も
尽
き
果
て

た
ボ
ロ
ボ
ロ
の
姿
に
な
っ

て
、
熱
帯
の
海
に
そ
の
生

涯
を
閉
じ
る
の
で
す
。

　

月
の
無
い
真
っ
暗
闇
の

夜
、
ど
こ
ま
で
も
深
く
青

い
太
平
洋
の
真
ん
中
、
巨

大
な
海
底
山
脈
を
背
景
に

生
涯
た
っ
た
一
度
だ
け
産

卵
す
る
な
ん
て
、
小
説
家

で
も
思
い
つ
か
な
い
ロ
マ

ン
チ
ッ
ク
な
生
き
様
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

能
力
と
自
然
の
不
思
議
さ
に
圧
倒

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
偉
そ
う
に
書
い
て
き
ま
し
た
が
、
ウ
ナ
ギ
の

生
態
に
は
ま
だ
ま
だ
多
く
の
謎
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

産
卵
場
の
方
角
を
正
確
に
知
り
、
数
千
キ
ロ
の
海
を
泳
ぎ
渡
り
、

さ
ら
に
は
巨
大
な
海
底
山
脈
で
、
新
月
の
夜
と
い
う
〝
約
束
の
時

間
〟
に
ぴ
っ
た
り
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
る
方
法
な
ど
。
我
が
身

に
照
ら
せ
ば
、
最
新
の
G
P
S
だ
の
船
だ
の
を
頼
り
に
何
と
か
近

く
ま
で
辿た
ど

り
着
け
た
と
こ
ろ
で
、
最
後
は
携
帯
電
話
片
手
に
オ
ロ

オ
ロ
す
る
姿
し
か
浮
か
び
ま
せ
ん
。
こ
れ
ま
で
一
度
た
り
と
も
産

卵
場
へ
向
か
う
親
ウ
ナ
ギ
が
採
集
さ
れ
た
こ
と
は
な
く
、
こ
の
謎

を
解
く
手
が
か
り
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
ウ
ナ
ギ
の
能
力

と
自
然
の
不
思
議
さ
に
は
、
た
だ
た
だ
圧
倒
さ
れ
る
ば
か
り
で
す
。

そ
ん
な
訳
で
答
え
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、ど
う
な
っ

て
い
る
ん
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
質
問
コ
ー
ナ
ー
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
全
力
で
対
応
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

正
真
正
銘
の
太
平
洋
生
ま
れ
の
天
然
物

　

そ
ん
な
ウ
ナ
ギ
が
、
今
、
絶
滅
の
危
機
に
瀕ひ
ん

し
て
い
ま
す
。
環 ウナギの幼生「レプトセファルス」

復興通信　「おおつち　海の勉強室」

③
今
日
の
主
役
は
ウ
ナ
ギ
で
す

青
あお

山
やま

　潤
じゅん

　1967 年 神 奈 川 県 生 ま
れ。専門は魚類の生態学。
研究の傍らエッセーも執
筆。「アフリカにょろり旅」

（講談社）で第 23 回講談
社エッセイ賞受賞。他に「う
なドン」「にょろり旅・ザ・
ファイナル」（いずれも講
談社）などがある。

「
質
問
コ
ー
ナ
ー
」

　

皆
さ
ん
か
ら
の
質
問
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
住

所
、
氏
名
、
連
絡
先
（
電
話
番
号
な
ど
）
を
明
記
し

〒
0
2
8
-1
1
0
2
大
槌
町
赤
浜
2
-1
0
6
-1
東
京

大
学
大
気
海
洋
研
究
所
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
へ
。

フ
ァ
ク
ス
0
1
9
3
（
4
2
）
5
6
1
2
で
も
受
け
付
け

ま
す
。
選
ば
れ
れ
ば
、
次
回
以
降
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

境
省
は
ラ
イ
チ
ョ
ウ
や
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
、国
際
機
関
は
ジ
ャ

イ
ア
ン
ト
パ
ン
ダ
や
マ
ウ
ン
テ
ン
ゴ
リ
ラ
と
同
じ
レ
ベ
ル
の
危
機

と
判
断
し
て
い
ま
す
。
ウ
ナ
ギ
と
い
え
ば
養
殖
が
思
い
浮
か
び
ま

す
が
、
実
は
卵
か
ら
育
て
る
技
術
が
存
在
し
な
い
た
め
、
天
然
の

シ
ラ
ス
ウ
ナ
ギ
を
捕
ま
え
て
、
養
殖
池
で
大
き
く
し
て
い
る
に
過

ぎ
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
ウ
ナ
ギ
は
す
べ
て
、

正
真
正
銘
の
「
太
平
洋
で
生
ま
れ
た
天
然
物
」
な
の
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
あ
た
り
ま
で
、
松
島
湾
を
中
心
と
す
る
地
域
は
、

我
が
国
有
数
の
ウ
ナ
ギ
の
漁
場
で
し
た
。
ま
た
、
初
め
て
駅
弁
に

ウ
ナ
ギ
を
供
し
た
の
は
、
明
治
40
年
東
北
本
線
の
小こ

牛ご

田た

駅
だ
そ

う
で
す
。
そ
の
一
方
で
、
宮
城
、
岩
手
周
辺
に
は
古
く
か
ら
ウ
ナ

ギ
と
関
連
の
深
い
雲う
ん
な
ん
し
ん

南
神
の
信
仰
が
存
在
し
ま
す
。
今
、
絶
滅
に

瀕
し
た
ウ
ナ
ギ
を
救
う
た
め
に
は
、
単
な
る
「
食
べ
物
」
と
し
て

ば
か
り
で
な
く
、
こ
う
し
た
多
様
な
視
点
か
ら
向
き
合
う
こ
と
こ

そ
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

東
京
大
学
大
気
海
洋
研
究
所
・
国
際
沿
岸
海
洋
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

 

青
山　

潤

 

全盛期の東部バスのボンネットバス
（岩手県交通釜石営業所提供）

昭和 30 年代までの鉄道の姿は
SL が客車や貨車を牽く列車
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▼��
大
槌
町
成
人
式
を
開
催
し
ま
す

■
日
時　

平
成
27
年
１
月
11
日（
日
）13
時
か
ら

■
会
場　

城
山
公
園
体
育
館

■
対
象　

平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、
町
内
に
住

所
を
有
す
る
方
お
よ
び
町
出
身
者
で
式
典
に
出

席
を
希
望
す
る
方

■
参
加
申
込
方
法

①��

11
月
１
日
現
在
、
大
槌
町
内
に
住
所
を
有
し

て
い
る
方

　

11
月
末
日
ま
で
に
、
往
復
は
が
き
で
成
人
式

案
内
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
出
席
の
有
無
を
記

入
の
上
、
12
月
５
日
（
金
）
ま
で
に
返
送
し
て

く
だ
さ
い
。

②��

町
外
に
住
所
を
有
す
る
大
槌
町
出
身
者
で
、

大
槌
町
成
人
式
に
出
席
を
希
望
す
る
方

　

12
月
12
日
（
金
）
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※��

締
め
切
り
以
降
の
申
し
込
み
の
場
合
、
資
料

に
氏
名
を
掲
載
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※��

住
所
が
変
更
に
な
っ
た
方
で
、
郵
便
局
に
転

生
涯
学
習
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

江
戸
時
代
に
精
度
の
高
い
日
本
地
図
を
作
成

し
た
伊
能
忠
敬
は
、
1
8
0
1
年
に
岩
手
県

沿
岸
を
訪
れ
ま
し
た
。
伊
能
が
記
し
た
沿
海
日

記
に
は
、
前
川
家
の
記
載
が
あ
り
、
前
川
文
書

に
は
伊
能
が
訪
問
し
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。
伊

能
忠
敬
が
行
っ
た
測
量
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
か
紐
解
き
ま
す
。

■
日
時　

10
月
13
日（
月
・
祝
）　

15
時
～
17
時

■
会
場　

中
央
公
民
館　

大
会
議
室

■
講
師

○
星
埜
由
尚 （
伊
能
忠
敬
研
究
会
特
別
顧
問
、

〈
社
〉日
本
測
量
協
会
副
会
長
、元
国
土
地
理
院
長
）

○
佐
々
木
健
（
生
涯
学
習
課
長
）

■
受
講
料　

無
料

■
対
象　

ど
な
た
で
も

■
申
し
込
み　

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・
住

所
・
希
望
す
る
講
座
名
を
生
涯
学
習
課
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

本
講
座
は
、
文
部
科
学
省
委
託
事
業
「
学
び

を
通
じ
た
被
災
地
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生

支
援
事
業
」
の
一
つ
で
す
。
ま
た
、「
い
わ
て

教
育
の
日
」
関
連
行
事
で
す
。

��

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
文
化
班

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
2
3
0
0

　

F
A
X
　
0
1
9
3
（
4
2
）
3
0
3
1

▼��

ふ
る
さ
と
大
槌
学
講
座�

受
講
者
募
集

「
伊
能
忠
敬
が
歩
い
た
道
」

送
届
け
を
出
し
て
い
な
い
方
は
転
送
の
手
続

き
を
お
願
い
し
ま
す
。

※��

申
し
込
み
を
し
て
い
な
い
方
で
も
、
当
日
出

席
す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

��

生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
文
化
班

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
2
3
0
0

　

F
A
X
　
0
1
9
3
（
4
2
）
3
0
3
1

■
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
と
は

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、
宝
く
じ
の

収
益
金
の
一
部
を
活
用
し
て
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
（
町
内
会
、自
治
会
な
ど
の
活
動
）

に
助
成
を
行
い
、
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行
う
も
の
で
す
。

■
申
請
方
法

（
1
）
募
集
期
限　

10
月
20
日
（
月
）
ま
で

（
2
）
実
施
要
綱
・
申
請
書　
（
財
）
自
治
総
合

総
合
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼��（
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す

助成事業の名称 対象になる団体・条件 助成額

一般コミュニ
ティー助成事
業

町内会・自治会などがコミュニ
ティー活動に直接必要な設備の整
備をする場合（例：テントなどの
イベント用品、椅子、机、コピー
機など集会施設の備品、太鼓や法
被、提灯などのお祭り用品など）。

100 万円から
250 万円まで

（100 万円以上で
10 万円単位）

青少年健全育
成助成事業　

町内会・自治会などが青少年の健
全育成のため、主として親子で参
加する事業を実施する場合（ス
ポーツ・レクリエーション活動、
文化・学習活動、その他コミュニ
ティー活動のイベントなど）。

30 万円から
100 万円まで

（30 万 円 以 上 で
10 万円単位）

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

（
3
）
申
請
先　

受
け
付
け
は
町
（
総
合
政
策

課
企
画
調
整
班
）
で
行
い
、
岩
手
県
を
通
し
て

（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
提
出
さ
れ
ま
す
。

■
助
成
の
決
定　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

で
審
査
が
行
わ
れ
、
助
成
の
有
無
が
決
定
し
ま

す
。
申
請
し
て
も
採
択
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

総
合
政
策
課 

企
画
調
整
班
　

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
2
4

▼�

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
は
届

出
が
必
要
で
す

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
取
引
を
さ

れ
た
場
合
、
国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
届
出

が
必
要
で
す
。

　

土
地
売
買
な
ど
の
契
約
を
結
ん
だ
日
か
ら
２

週
間
以
内
に
、
そ
の
土
地
が
所
在
す
る
市
町
村

の
担
当
窓
口
へ
土
地
売
買
等
届
出
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
大
槌
町
に
お
け
る
届
出
が
必
要

な
面
積
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
都
市
計
画
区
域
内

　

5
0
0
0
㎡
（
約
1
5
0
0
坪
）
以
上

■
都
市
計
画
区
域
外

　

1
0
0
0
0
㎡
（
約
3
0
0
0
坪
）
以
上

復
興
推
進
課 

事
業
推
進
班

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
1
4

　
岩
手
県
　
環
境
生
活
部
環
境
保
全
課

　
℡
0
1
9
（
6
2
9
）
5
2
6
9

復
興
推
進
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼�「
は
か
り
」定
期
検
査
の
日
程
に
つ
い
て

　

9
月
5
日
号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

し
た
「
は
か
り
」
の
定
期
検
査
に
つ
い
て
、
左

記
の
日
程
で
実
施
し
ま
す
。

■
検
査
日
時

①
10
月
15
日(

水)　

13
時
～
14
時

②
10
月
16
日(

木)　

9
時
～
12
時

■
検
査
会
場　

城
山
公
園
体
育
館
１
階
入
口
付
近

※
検
査
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
い
ず
れ
か
の
検

　

査
日
程
で
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

商
工
観
光
課
　

　
℡
0
1
9
3
（
4
2
）
8
7
2
5

商
工
観
光
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

被災者支援室からのお知らせ

　現在、応急仮設住宅やみなし仮設住宅に入居されている人は次の①～③のとおり、住宅再建を終了した場合、速やかに新
居に転居し、仮設住宅を退去しなければなりません。
　住宅再建とは、①災害公営住宅に入居したとき　②新しく住宅を建設・購入したとき　③住宅の補修が完了したとき　④
その他住宅を再建したとき（賃貸物件への転居等）となっています。生活の実態を新居に移した後、1 ヵ月以内を目安とし
て退去をお願いします。
　また、現在岩手県内の各市町村において仮設住宅の不適正利用が問題となっており、大槌町も例外ではありません。仮設
住宅は、災害による住宅全壊などにより住家がない被災者に対し、応急的な居住の場として提供するものであり、物置や一
時帰省などの家屋としては提供できません。そのように使用している方は、速やかに仮設住宅を退去（返還）いただくよう
お願いします。

仮設住宅の退去・適正利用について

１　引越しが決まり次第、被災者支援室に連絡してください。
・被災者支援室と退去の立会い（部屋の点検と鍵の返却）の日時を調整してください。
・「応急仮設住宅退去届」の記入・提出と、「入居決定通知書」の提示（退去立会の時も可）をお願いします。

3　住所変更、ライフラインなど（電気、ガス、水道、電話、郵便）の手続きをお願いします。

2　住居の原状回復（※入居前の状態に戻すこと）をお願いします。

■清掃していただく場所
①各部屋、風除室、物置、建具、ガラス
②エアコン（フィルター）
③トイレ、浴室、④台所、換気扇
⑤郵便受け（空になっていることを確認）
※�破損箇所がある場合には、検査前に必ず自分で

修繕してください。
※��個人で取りつけたもの（BS アンテナ、増設し

たアンテナ線、棚など）がある場合には、必ず
撤去してください。

■持ち出していただくもの
①��家電６点セット（冷蔵庫、洗濯機、炊飯器、電

子レンジ、テレビ、電気ポット）
②��扇風機、掃除機、ファンヒーター（ご支援品 :

ダイニチ工業製）
③下駄箱、レンジ台
④日用品（布団、生活雑貨）など
■持ち出してはいけないもの
①��岩手県が配備した暖房器具（ファンヒーター〈トヨトミ製〉、電気

こたつ〈布団含む〉、ホットカーペットのうち、希望したもの１点）
②畳、カーテン、網戸、風呂のふた、物置
③エアコン、リモコン
④ガスコンロ、給湯設備、浄水器（ろ過カートリッジ含む）
⑤照明器具、電球、⑥消火器
⑦洗濯機の排水口のエルボ、⑧各設備の取扱説明書
※  岩手県はエアコンなどの備品の無償譲渡の方針を発表しましたが、

本町では未だ仮設住宅の利用希望が多いため、実施していません。
実施が決定しましたら別途お知らせします。

・町内仮設住宅について　被災者支援室　℡ 0193-42-8718
　・みなし仮設住宅について　岩手県復興局生活再建課被災者支援担当　℡ 019-629-6917

みなし仮設住宅（民間賃貸住宅）の退去手続きについて
　民間賃貸住宅借上げによる応急仮設住宅（みなし仮設住宅）を退去するときは、県に「民間賃貸住宅の借上げによる応急
仮設住宅解約申出書」を提出してください。または、電話で事前に連絡してください。
　原則として、退去予定日の 40 日前までに届け出が必要になりますが、近々に退去される方は、まずは電話で連絡してください。
※「民間賃貸住宅の借上げによる応急仮設住宅解約申出書」は岩手県のホームページからダウンロードできます（岩手県ホ
ームページ　http//.pref.iwate.jp みなし仮設で検索）

仮設住宅の退去の手続きについて
　退去の日が決まってから遅くとも退去の３日前までには、被災者支援室まで退去予定日と時間をお知らせいただくようお
願いします。手続の方法や手順は、次のとおりです。

・役場町民課で住所変更の手続きを行ってください。
・新居に住み始めてから１４日以内に住民異動届（転居届、転出届）の提出をお願いします。
・ライフラインなど（電気、ガス、水道、電話、郵便）の手続きが必要です。

　退去時は家財を搬出した後に、住宅の内部、外回りをくまなく清掃してください。次の方が気持ちよく入居できるよう
にご協力をお願いします。
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税務会計課からのお知らせ
平成26年度税制改正（軽自動車税・法人町民税）のお知らせ

▶法人町民税の法人税割税率改正
　税制改正により、平成 26 年 10 月 1 日以後に開始する事業年度から、法人町民税の法人税割の税率が引き下げられます。

・平成 26 年 9 月 30 日までに開始した事業年度の法人税割    12.3%
・平成 26 年 10 月 1 日以後に開始する事業年度の法人税割　  9.7%
※今回の税制改正に伴い、平成 26 年 10 月 1 日以後に開始する最初の事業年度の予定申告額について、法人税割は前年度の
　法人税割額の 4.7/12（通常は 6/12）とする経過措置が講じられます。

車  種  区  分
税率（年額）

平成 26 年度まで 平成 27 年度以降

原動機付自転車

排気量50cc以下 1,000 円 2,000 円
50cc超90cc以下 1,200 円 2,000 円

90cc超 1,600 円 2,400 円
ミニカー（50cc以下） 2,500 円 3,700 円

 2輪の軽自動車（125cc超~250cc以下） 2,400 円 3,600 円

小型特殊自動車
農作業用 1,600 円 2,000 円

その他（フォークリフト等） 4,700 円 5,900 円
 2輪の小型自動車（250cc超） 4,000 円 6,000 円

　平成 26 年 3 月 31 日公布された地方税法の一部改正に伴い、軽自動車税などに関する町税条例の一部を改正しました。
▶軽自動車税の税率改正
■原動機付自転車、2 輪の軽自動車、2 輪の小型自動車、小型特殊自動車　平成 27 年度分から次の表のとおりになります。

軽自動車車種区分
税率（年額）

平成27年3月31日までの登録車 平成27年4月1日以降の登録車 登録後13年超（経年重課）
3 輪車 3,100 円   3,900 円   4,600 円

4 輪乗用 営業用 5,500 円   6,900 円   8,200 円
4 輪乗用 自家用 7,200 円 10,800 円 12,900 円

4 輪貨物用営業用 3,000 円   3,800 円   4,500 円
4 輪貨物用 自家用 4,000 円   5,000 円   6,000 円

■４輪以上及び３輪の軽自動車
　平成 27 年 4 月 1 日以後に新規登録する車両から新税率が適用されます。平成 27 年 3 月 31 日までに新規登録した車両（初
めて車両番号の指定を受けた車両）は、登録後 13 年まで、現行税率のままです。初めて車両番号の指定を受けた月から 13
年を経過した車両（電気軽自動車等を除く）は、平成 28 年度から、次の表の経年重課の税率が適用されます。

A：�平成 27 年 3 月期の申告
　（平成 26 年 4 月～平成 27 年 3 月の事業年度）

■具体例　
(1)3 月末決算法人の場合

B：�平成 28 年 3 月期の申告
　（平成 27 年 4 月～平成 28 年 3 月の事業年度）

◆

【H26.4 月】
事業年度開始

●

【H26.11月末】中間申告期限
・仮決算による中間申告：旧税率
・予定申告：前事業年度の 6/12

◆ ●

【H27.5月末】
確定申告期限

（今期分：旧税率）

【H27.3 月】
事業年度終了

C：�平成 28 年 9 月期の申告
（平成 27 年 10 月～平成 28 年 9 月の事業年度）

B：�平成 27 年 9 月期の申告
　（平成 26 年 10 月～平成 27 年 9 月の事業年度）

(2)9 月末決算法人の場合
A：�平成 26 年 9 月期の申告
　（平成 25 年 10 月～平成 26 年 9 月の事業年度）

◆

【H25.10 月】
事業年度開始

●

【H26.5月末】中間申告期限
・仮決算による中間申告：旧税率
・予定申告：前事業年度の 6/12

◆ ●

【H26.11月末】
確定申告期限

（今期分：旧税率）

【H26.9 月】
事業年度終了

◆

【H26.10 月】
事業年度開始

●

【H27.5月末】中間申告期限
・仮決算による中間申告：新税率
・予定申告：前事業年度の 4.7/12

◆ ●

【H27.11月末】
確定申告期限

（今期分：新税率）

【H27.9 月】
事業年度終了

◆

【H27.10 月】
事業年度開始

●

【H28.5月末】中間申告期限
・仮決算による中間申告：新税率
・予定申告：前事業年度の 6/12

◆ ●

【H28.11月末】
確定申告期限

（今期分：新税率）

【H28.9 月】
事業年度終了

税務会計課 課税班　℡ 0193-42-871

◆

【H27.4 月】
事業年度開始

●

【H27.11月末】中間申告期限
・仮決算による中間申告：新税率
・予定申告：前事業年度の 4.7/12

◆ ●

【H28.5月末】
確定申告期限

（今期分：新税率）

【H28.3 月】
事業年度終了

商工観光課からのお知らせ

▶「おしごと相談会 in おおつち」の開設期間を延長します
　町は、ハローワーク釜石の協力により、お仕事をお探しのみなさんを対象とした就職相談窓口の臨時開設期間を延長します。
お仕事や就職活動についての不安や悩み、分からないことなどお気軽にご相談ください。
■開催日時　毎月第２・第４木曜日　13：30 ～ 15：30
■相談例　

・仕事を紹介してほしい　・釜石、大槌地域の雇用情勢を知りたい　
・失業保険や職業訓練などの制度を知りたい   ・就職活動の仕方がわからない
・どんな仕事ができるのか相談したいなど
■相談会について
・相談は 13：30 ～ 15：30 の間いつでも利用できます。

（相談状況によってお待たせする場合もありますのでご了承ください）
・ある程度時間を要する相談（応募書類や面接練習など）、あらかじめ時間
　帯を決めて相談したい場合は、事前に電話で予約ができます。
※おおむね 30 分程度の相談時間の予約となります。
■申し込み・予約・お問い合わせ先

商工観光課雇用対策班　℡ 0193-42-8725（直通）
　受付時間：平日の 8：30 ～ 17：15 まで
※本相談会は雇用保険の失業認定における求職活動に該当します。

日程 会場　（町役場３階）
ハローワーク 県社会福祉協議会

10 月 9 日 小会議室 ４ 小会議室 ５
10 月 23 日 小会議室 ４ 小会議室 ５
11 月 13 日 小会議室 ４ 小会議室 ５
11 月 27 日 小会議室 ４ 小会議室 ５
12 月 11 日 小会議室 ４ 小会議室 ５
12 月 25 日 小会議室 １ 小会議室 ３

1 月 8 日 小会議室 ２ 小会議室 ３
1 月 22 日 小会議室 ２ 小会議室 ３
2 月 12 日 小会議室 ２ 小会議室 ３
2 月 26 日 小会議室 ２ 小会議室 ３
3 月 12 日 小会議室 ２ 小会議室 ３
3 月 26 日 小会議室 ２ 小会議室 ３

学務課からのお知らせ

▶大槌町立小・中一貫教育校学園名を募集します
　平成 27 年 4 月に大槌中学校区および吉里吉里中学校区に、それぞ
れ小・中一貫教育校が開校します。
　この学校は大槌町の子供たちの健やかな成長を目的とし、義務教育
９年間を見通し目指す子供像に向かって、学校、保護者、地域住民が
一体となって連携・協働による教育の推進を図るために開校されます。
この、学園にふさわしく、皆様に愛され親しまれる学園名を募集します。
　皆さまからの多数のご応募をお待ちしています。
■募集内容　平成 27 年 4 月に開校する、大槌中学校区および吉里吉
里中学校区２校の学園名
■応募方法　応募要項の裏面にある「応募用紙」に必要事項を記載の
うえ、ＦＡＸ、郵送による提出もしくは下記の場所に設置する応募箱
に投函してください。
■応募要項・応募箱設置場所

・役場町民ホール・中央公民館ロビー・役場金沢支所・公民館安渡分館
・公民館赤浜分館・公民館吉里吉里分館、公民舘浪板分館・町内の小中学校及び大槌高等学校
・大槌町復興まちづくり情報プラザ（シーサイドタウンマスト内２階）
■留意事項

・学園名の○○にあたる名称を記載して下さい。（文字数は問いません）
・漢字、ひらがな、カタカナの別は問いません。（漢字の場合はふりがなを振ってください）
・１人で複数の名称を応募することは可能ですが、同一名称を複数応募されても１点として扱います。
・１人で大槌学区、吉里吉里学区それぞれの名称を応募できます。また、どちらか一方だけでもかまいません。
■募集期間　10 月 10 日（金）から 10 月 31 日（金）　必着
■その他
※応募用紙は、応募箱を設置している場所及び、大槌町ホームページからダウンロードすることができます。
※なお、学園名が決定後にシンボルマークについても募集しますので、よろしくお願いします。
■学園名の決定　大槌町小・中一貫教育校推進委員会で選考して決定します。
※学園名選考について応募数は考慮しますが影響を及ぼすものではありません。
■問い合わせ先、及び送付先

学務課 学校教育班　℡ 0193-42-6100（直通）FAX　0193-42-2400  〒 028-1121　岩手県上閉伊郡大槌町小鎚 32-126

イメージ図
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　長寿課では、65 歳に到達した人に介護保険証を交付することと併せて、介護保険制度や介護予防に関する説明会「65 歳到
達者健康教室」を開催しています。
■対象者
①大槌町に住所を有する人で 65 歳を迎える人（対象者には個別にご案内を送付します）
②今年度 4 月～９月の 65 歳到達者健康教室欠席者の中で、介護保険制度や介護予防に関心をお持ちの方
③介護保険制度や介護予防に関心をお持ちの人（年齢に関わらずご参加いただけます）
■会場および日程※日程が変更となる場合があります。対象者②に該当する人は事前にご確認ください。

対象者 開催日 会場
昭和24 年10 月2 日~11 月1 日生 10 月22 日（水） 役場3 階 小会議室4・5
昭和24 年11 月2 日~12 月1 日生 11 月17 日（月） 役場3 階 小会議室4・5
昭和24 年12 月2 日~ 昭和25 年1 月1 日生 12 月15 日（月） 役場3 階 小会議室4・5

■時間　13：30 ～ 14：30
■持ち物　介護予防チェックリスト・高齢者台帳（対象者①の方のみ）
■申込み　不要
■内容　・65 歳に到達した人に介護保険証の交付・介護保険制度・サービス利用についての説明
　　　　・介護予防についての説明・大槌ぴんころ体操

長寿課 地域包括支援班　℡ 0193-42-8716

平成 26 年度 65 歳到達者健康教室のご案内

　健診・相談を下記のとおり実施します。会場は大槌町仮設保健センター（寺野）です。また、予防接種を受ける際には、
予診票と母子健康手帳を忘れずにお持ちください。

【12 か月児相談】
■実 施 日　10 月 22 日（水）
■対 象 者　平成 25 年 9 月生まれ、平成 25 年 10 月生まれ
■受付時間　9：30 ～ 10：00　（平成 25 年 9 月生まれ）
　　　　　　13：30 ～ 14：00　（平成 25 年 10 月生まれ）

【3 歳児健康診査】
■実 施 日　10 月 17 日（金）
■対 象 者　平成 23 年 4 月生まれ、平成 23 年 5 月生まれ
■受付時間　12：00 ～ 12：30

【四種混合（ジフテリア・百日ぜき・破傷風・ポリオ）予防接種】
■接 種 日　10 月 24 日（金）
■対 象 者　平成 19 年 5 月生まれ～平成 26 年 7 月 24
日以前生まれ（生後 3 ヵ月～生後 90 ヵ月）
※三種混合とポリオの予防接種を一度も接種していない人
■受付時間　13：00 ～ 13：20

保健福祉課 健康推進班　℡ 0193-42-8715

　下記のとおり、インフルエンザ予防接種の接種費用の助成を行いますので、期間内に接種しましょう。
■助成対象者
１．町内に住所を有する接種日時点で 65 歳以上の方
２．町内に住所を有する接種日時点で満 60 歳以上 65 歳未満の方で心臓、じん臓、呼吸器の機能、ヒト免疫不全ウイルスに
よる免疫の機能に障害（身体障がい者手帳 1 級程度）を有する方
■助成期間　10 月 15 日（水）から 12 月 15 日（月）
■接種回数　１回
■接種料金　大槌町および釜石市の実施医療機関で接種した場合は 2,000 円（生活保護世帯の方は無料になります。）　
■接種の申込み
１．事前に、必ず医療機関に予約をしてから接種してください。
２．町内の医療機関には予診票がおいてあります。町外で、接種を希望される方は、事前に役場保健福祉課健康推進班まで
お問い合わせください。

平成 26 年度高齢者インフルエンザ予防接種について

　これまで、任意予防接種だった水痘（水ぼうそう）が平成 26 年 10 月 1 日から定期予防接種となりました。水痘（水ぼうそう）
の予防接種回数は 2 回です。対象年齢は、1 歳～ 3 歳未満のお子さんが対象となります。
　ただし、平成 26 年度のみ対象年齢が異なり、1 歳～ 5 歳までのお子さんとなります。対象者には、個別に通知します。
　なお、分からないことがありましたら、下記の問い合わせ先までご連絡ください。

■対象とならない方
・水痘（水ぼうそう）にかかったことがあるお子さん
・すでに 2 回、ワクチン接種が完了しているお子さん
・3 歳～ 5 歳までに 1 回ワクチン接種をしているお子さん

保健福祉課 健康推進班　℡ 0193-42-8715

水痘（水ぼうそう）予防接種のお知らせ

【水痘（水ぼうそう）予防接種】
■実施日　　平成 26 年 10 月 28 日（火）
■受付時間　13：00 ～ 13：20
■対象者　　対象者には個別に通知します。
■持ち物　　予診票　母子健康手帳
予防接種の会場は、大槌町仮設保健センター（寺野）です。

　インフルエンザウイルスに感染すると、38 度以上の熱が出たり、悪寒、関節痛などの症状が出ます。特に高齢者や
持病がある方が重症化する場合があるので予防が必要です。
　予防接種を受けることで、インフルエンザにかかりにくくなったり、重症化するのを防ぐことはできますが、完全に
感染を防止できるわけではありませんので、手洗い・うがい、十分な休養とバランスのとれた食事をこころがけましょう。

保健福祉課 健康推進班　℡ 0193-42-8715

１. タオルの押しつぶし（10回１セットを２セット）
　�①�床に座って膝を伸ばし、膝の下に丸めたタオルを入
れる。

　②�膝の裏でタオルをつ
ぶすように床に押し
つけて10数える。

２. ４分の1スクワット（２、３セット程度）
　①両脚を肩幅より少し広めに開いて立つ。
　②�上体をまっすぐにしたま
ま、４秒で膝を４分の１
程度曲げて腰を落とす。

　③�４秒で膝を伸ばして、元
の姿勢に戻る。

おらほの町の地域包括支援センター

ここでは、高齢者に関わる様々な話題を掲載しています。

大槌町地域包括支援センター　℡ 0193-42-8716

大槌ぴんころ体操
ご存知ですか？

― 膝の関節をサポートする太ももの筋肉を鍛える体操です。歩行時にかかる膝への負担を減らします ―

　大槌町地域包括支援センターでは、高齢者が身近な場所で簡単な運動を
行い、健康で活き活きとした生活を送ることができるよう、大槌町独自の
介護予防体操「大槌ぴんころ体操」を作成しました。様々な介護予防教室
で実施し、ご好評をいただいております。各教室での様子をご紹介します。

【注意点】・膝や腰に痛みや病気がある方は、主治医に相談してから始めましょう。
　　　　・体操をした後に、痛みが強くなった場合には体操を中止し、医師に相談してください。

さわやかウォーキングの会

楽らく体操・なんでも相談会

お元気教室

介護予防イベント

チャレンジデー（ふれあい交流会）

　10月に入り、運動しやすい季節となりました。10月 13日は体育の日です。スポーツの秋に合わせて、体を動かしてみま
せんか？ご自宅でも出来る体操をご紹介しますので、ぜひ試してみてください。また、大槌ぴんころ体操DVDの貸出も行っ
ていますので、ぜひご活用ください。

自宅で出来る体操の紹介
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の
シ
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ン
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ー
に

町
長
随
想

角
かく

　地
ち

　結
ゆう

　人
と

 くん

　いつも「ニコニコ」元気いっ
ぱいです。

平成 25 年 8 月 9 日生

（家族代表者名：角地　和孝）

　昆
こん

　　桜
おう

　空
すけ

 くん

　大きくなぁれ！！
平成 25 年 8 月 9 日生

（家族代表者名：昆　祥一）

三
み

　浦
うら

　寧
ね

　心
ね

 ちゃん

　兄ちゃん＆姉ちゃんに負けない
活発な寧心ちゃんです。

平成 25 年 8 月 25 日生

（家族代表者名：三浦　公洋）

すくすく赤ちゃん このコーナーでは、町内の 1 歳前後の赤ちゃんを紹介しています。
今月は平成 25 年８月生まれの赤ちゃんです。

阿
あ

　部
べ

　　春
はる

　 ちゃん

　一日中食べてます。
平成 25 年 8 月 28 日生

（家族代表者名：阿部　守）

PHOTO  まちかど

　「大槌高校近くの道路を渡ろうとしているニホンジカを撮
影しました。親子でしょうか、3 頭が一緒に行動していまし
た。町の中心部ともいえる場所でシカと遭遇する。大槌なら
ではですね」　　　　　　　　【9 月 9 日、伊藤陽子さん撮影】

　「サケが今年も母なる大槌川に戻ってきました。河口付近
で撮影しました。サケは 3 年から 5 年で回帰しますが、震災
の時に放流できずに流されたサケが今年、戻ってきてくれる
かどうか心配です」　　　　【9 月 13 日、三浦寧史さん撮影】

　シンポジウムでは、山折氏の講演の後、関係者に
よるパネルディスカッションがあり、プロジェクト
について論じ合いました。パネラーで生きた証プロ
ジェクト実行委員長の高橋英悟・吉祥寺住職は「先
に還った人たちの分まで残された私たちがしっか
り生きる。そんな力を与えてくれるようなプロジェ
クトにしていきたい」と述べました。

記録で残す犠牲者の「生きた証」

〜山折氏を迎えシンポジウム〜

　震災で犠牲になった町民の記録を残す大槌町生
きた証プロジェクトのシンポジウム「鎮魂の対話」
が 9 月 6 日、大槌町の中央公民館で開かれました。
花巻市出身で京都市在住の哲学者で宗教学者の山
折哲雄・国際日本文化研究センター名誉教授が講演
し、「東京一極集中の陰で東北は見捨てられ、置き
去りにされようとしている。死者の魂を感じ、信ず
ることなくして真の復興はあり得ない」と語りかけ
ました。
　山折氏は、「死者思わずして復興なし」という標
題で講演しました。生きた証プロジェクトの意義に
ついて、「人間はつらい体験を忘れようとする。同
時に忘れてはいけないという声が聞こえる。そのジ
レンマに生きた証はかかわっているのかもしれな
い。人間の記憶、共同体の記録を何が何でも後世に
伝えていかなければならない」と話しました。

ひょうたん島日記

器があります。さらに、海底の様子を撮影したり、
地質を調査したりする無人探査機を搭載できます。
入港・着岸式で碇川豊町長は「復興の星とも言うべ
きこの船の母港・大槌が、世界の海洋研究の拠点に
なるよう期待したい」とあいさつし、平朝彦・独立
行政法人海洋研究開発機構理事長は「世界最新鋭の
性能を持つこの船が、復興のシンボルとして町民に
愛される存在になってほしい」と期待を込めました。

「新青丸」の大槌港初着岸祝う

〜最新鋭の学術研究船〜

　独立行政法人海洋研究開発機構の「新
し ん

青
せ い

丸
ま る

」が母
港の大槌港に初めて着岸し、9 月 14 日、大槌港魚
市場岸壁で入港・着岸式がありました。
　新青丸は、老朽化に伴って退役した淡青丸の後継
船として山口県下関市の造船所で建造されました。
科学技術の粋を凝らした最新鋭の船で、震災後の三
陸沿岸の海洋環境を研究する文部科学省の東北マ
リンサイエンス拠点形成事業を推進する役割を担
います。
　全長 66 メートル、幅 13 メートル、1,629 トン。
航海速力 13.2 ノットで、建造費は約 110 億円。一
カ所にとどまったまま 360 度回転できる推進器や
自動定点保持装置が備わっています。また、音波を
使って海底の地形を測定することができ、水深約 1
万メートルまでの海水を水深ごとに採取できる採水
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　「また、無視かよ・・」忘れもしない四月十七日木曜日、
修学旅行一日目。東京、銀座。私たちは岩手県のアン
テナショップでワカメを売っていた。
　「三陸わかめはいかがですか」「おいしい吉里吉里の
わかめですよ」「いらっしゃいませ。いかがですかー。」
目の前には一袋三百グラム入りのわかめが山のように
積まれている。「これ・・・本当に売れるのかなぁ・・・。
大丈夫かなぁ。」
　私たちの心は不安でいっぱい。なぜなら売り始めて
もう一時間経っているのに、四百個持ってきたわかめ
は半分も売れていない。先生が叫ぶ。「もっと声を上
げてお客さんを呼ばないと！ほら、真由、笑顔が足り
ない！」
　迫力ある、かっこいい虎舞を披露して人を集めたの
は良かったけど、売れゆきがよくない。百人近いお客
さんがみんな笑顔で、大喝采だったのにぃ、おひねり

まで飛んできたのにぃ・・何人か買ってくれたけど・・
あとは三々五々散っていった。
　外では呼び込みをしている。
　「いかがですかー。三陸産のわかめですよー。」「こ
の春とれた早採りわかめです」クラスの仲間が声を上
げている。でも売れない。
　「疲れたねー、先生たち、ソフトクリー ムおごって
くれないかなぁ」とそんな話まで飛び出す始末。だっ
て知らない土地で、しかもここは日本の政治と文化の
中心東京。見たこともないようなたくさんの人達を前
にわかめを売るなんて、とても照れくさいし、なんだ
かためらってしまう。せっかく声をかけても試食もし
ないで、無視して通りすぎていく。
　「いやだなぁ。どうすんの、これ」と思いながらつっ
たっていると、「あの・・。」と五十代くらいの女の人
が声をかけてきた。「一つおいくら？」「あ、五百円で

教育委員会だより

発行 : 大槌町教育委員会　第 80 号　26.  10.  6
岩手県上閉伊郡大槌町小鎚 32 金崎 126　℡  42-6100

     教育行政基本理念

　町づくりは
　　人づくりにあり
　人づくりは
　　教育にあり

  私の主張釜石大槌地区大会最優秀賞

「 ふ る さ と 」 吉里吉里中学校 ３年
　　　竹  澤  真  由 さん

　自分を叱った。「何だ。この程度のことで。東京に
負けるな。弱い自分に負けるな。私たちはふるさとを
背負ってここに立っているんだ。しっかり売れ！！」
　その人は三つ買ってくれた。帰りぎわに言った。「吉
里吉里ですね。忘れませんよ。」「はい。忘れないで下
さい。吉里吉里です。」私も堂々とこたえた。そして
大きな声で叫ぶ。「いかがですかー。吉里吉里でとれ
たおいしいわかめです。」
　友達が興奮して飛び込んでくる。「外で十個ほし
いっていうお客さんがいるよ。真由、早く袋に入れて。
一万円預かってきたからおつりも準備してね。」汗を
かいて、でも、とてもうれしそう。
　「あなたのふるさとはどんなところですか」次に聞
かれたらこう答えよう。それは、きずついて悲しい。
しかし、私とひとつです。いつでもどこまでも。

す。」隣の友達が驚いたように答える。「どこから来た
の？」「岩手県です。」次は私が答えた。「あら、岩手
のどこ？」「大槌町の吉里吉里です。」しつこいなぁと
思いながらまた私が答える。するとその人は「震災大
変だったでしょう・・。私もとても悲しみました。主
人といつも何かできないかって言ってるのよ。」
　私は何と答えていいのか分からなかった。また聞か
れた。「あなたのふるさとの吉里吉里ってどんなとこ
ろですか。」
　答えようと思っても言葉が出てこなかった。そして
私の心に、ひっそりとした海岸が浮かんできた。何も
ない、がらんとしてしまった町並み、仮設住宅、三年
前のたくさんの涙、涙、涙。それでも歯を食いしばっ
て日々の暮らしを生きる人達。頑張る仲間の笑顔。青
空に響く祭囃子。わかめ棚をせっせと作るおじいさん
たちの後姿。あとからあとから浮かんでくる。まるで
私を諭すように。大事な大事なふるさとを忘れるなと。

○バレーボール　
　女子  ４位 吉里吉里中学校
○相撲
　県大会出場 ６位 藤原康洋（大槌中）
 ＊印　県大会出場

【小学校記録会】 
《共通男子》
　○ 1000 ｍ ５位 金𥔎大空（大槌小）
 ６位 岩間駿介（大槌小）
　○ 80 ｍハードル ３位 阿部雄一（大槌小）
 ７位 臼沢竜弥（大槌小）
　　　　　　　 ８位 加賀優也（吉里小）
　○走高跳 ３位 千葉日翔（大槌小）
　　　　　　　 ７位 倉本　岳（大槌小）
　○ソフトボール投 ２位 佐藤　魁（大槌小）
　　　　　　　 ６位 神田祥宜（大槌小）

《５年男子》
　○ 100 ｍ　　 ２位 金澤我羽（大槌小）
　　　　　　　　　　 ３位 阿部晃己（大槌小）
　　　　　　　　　 ６位 堀合駿輔（吉里小）

☆残りの種目の結果は次号で紹介します。

【中学校新人戦】 
○剣道
　男子団体 ２位 大槌中学校
　男子個人 ２位 兼澤　亮（大槌中）＊
　女子個人 ３位 佐々木佳陽（大槌中）＊
○柔道　
　男子個人 66㎏級　２位　山影亮太（大槌中）＊
○卓球　
　男子団体 ４位 吉里吉里中学校
　女子団体 ２位 大槌中学校
  ３位 吉里吉里中学校
○軟式野球 ２位 吉里吉里中学校
　  ３位 大槌中学校
○ソフトテニス
　男子団体 ２位 大槌中学校
　女子団体 ４位 大槌中学校
○バスケットボール
　男子  ２位 大槌中学校　＊
　女子  １位 大槌中学校　＊
○バドミントン
　男子個人 ３位 黒沢真那斗（大槌中）
○サッカー ２位 大槌中学校　＊

練習の成果を発揮し多数の入賞
地区中学新人戦・小学校陸上記録会
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　大槌町地域子育て支援センター「かりん」では、子育て親子の交流の場の提供や、子育て家庭への育児支援を行っています。
　10 月の行事は下記のとおりです。お気軽にご参加ください。

「げんきっこくらぶ」
■日時　10 月２日（木）10:00 ～ 11:30
■対象　未就園児とその保護者（祖父母の方も可）
■内容　親子あそびして楽しみます。

「大槌保育園運動会」
■日時　10 月４日（土）
■対象　未就園児とその保護者
■内容　大槌保育園の運動会に参加できます。
※予約制になります。

「ひよこくらぶ」
■日時　10 月９日（木）10:00 ～ 11:30
■対象　０～２歳半くらいまでのお子さんとその保護者（祖
父母の方も可）
■内容　役場の保健師さん・栄養士さんとお子さんの身体測
定、発育の相談、子育て。相談、離乳食・幼児食・授乳・ミ
ルクの相談など相談できます。

「たにぞう＆ひろみちお兄さん in 大槌！みんな集合！ファミリーライブ」
■日時　10 月 12 日（日）10：00 ～（受付）　10：30 ～（開演）
■会場　中央公民館大会議室
※詳細については下記問い合わせ先にご連絡ください。

大槌町地域子育て支援センター「かりん」　℡ 0193-42-2570

「ひだまり広場」
■日時　10 月 16 日（木）10:00 ～ 11：30
■対象　未就園児とその保護者
■内容　園庭も解放します。お外で思いっきり体を動かしま
しょう。雨天の場合は、お部屋でお話会になります。

「臨床心理士相談」「かりんカフェ」
■日時　10 月 27 日（月）10:00 ～ 12:00  13:00 ～ 15:00
■対象　未就園児とその保護者（祖父母の方も可）
■内容　かりんカフェでは、温かい飲み物とお菓子を用意し
ています。毎日忙しいママさんのための「かりんカフェ」で
一息つきましょう。臨床心理士の土屋先生による育児や心の
悩み、家庭の悩みなど一人で抱え込まないで、是非相談にい
らしてください。

◆のびのび広場◆
■日時　月曜日～金曜日（祝日除く） 9:30～12:00  13:00～16:00
■対象　未就学児とその保護者（祖父母も可）
■内容　みんなが自由に集える場。子育ては一人じゃない。
みんなで育てる共有の場。

大槌町地域子育て支援センター「かりん」からのお知らせ

　そんなやさしい空間が「かりん」です。いつでもあそびに
来てください。※ 10 月 23 日（木）午前中はお休みです。

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来
6（月） 午前：内科、整形外科、眼科　午後：内科

7（火） 午前：内科、外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

8（水） 午前：内科、皮膚科　午後：内科

9（木） 心配ごと相談
元気活きいき運動教室 午前：内科、外科　午後：内科

10（金） 午前：内科　午後：内科

11（土） 完全休診（急患受付なし）

12（日） 完全休診（急患受付なし）

13（月）ふるさと大槌学講座 完全休診（急患受付なし）

14（火） 午前：内科、外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

15（水） 午前：内科、整形外科、皮膚科
午後：内科

16（木）さわやかストレッチ教室 午前：内科、外科　午後：内科

17（金）行政相談、人権相談
三歳児健康診査 午前：内科　午後：内科

18（土） 完全休診（急患受付なし）

19（日） 行政相談、人権相談 完全休診（急患受付なし）

20（月） 被災者支援出張行政相 午前：内科、整形外科、眼科　午後：内科

21（火） 午前：内科、外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

22（水） 12 ヵ月児相談
65 歳到達健康教室 午前：内科、皮膚科　午後：内科

日付 大槌町内イベント 大槌病院外来
23（木） 元気活きいき運動教室 午前：内科、外科　午後：内科

24（金） 福祉のしごと地域就職フェア
四種混合予防接種 午前：内科　午後：内科

25（土） 完全休診（急患受付なし）

26（日） 完全休診（急患受付なし）

27（月） 午前：内科、眼科　午後：内科、整形外科

28（火） 水痘予防接種 午前：内科、外科、皮膚科
午後：内科、皮膚科

29（水） 午前：内科、整形外科、皮膚科
午後：内科

30（木） 午前：内科、外科　午後：内科

31（金） 午前：内科　午後：内科

11月
  1（土） 完全休診（急患受付なし）

  2（日） 大槌町民大運動会 完全休診（急患受付なし）

  3（月）
  4（火）

※ 大槌病院外来日程は都合により変更となる場合があります。
※ 心配ごと相談は、大槌町社会福祉協議会で実施しています。相談

内容についてはお問い合わせください。
  大槌町社会福祉協議会　℡ 0193-41-1511

大槌町カレンダー　10 月 6 日（月）〜 11 月 4 日（火）

行政相談について

　身のまわりで起きた人権問題につい
て、人権擁護委員が相談に応じます。
■日時　10月17日（金）10：00～12：00
■会場　大槌町役場 1 階　相談室 2

総務課総務班　℡ 0193-42-8710

　福祉関係への就職を希望する方や、関心のある方を対象に、面接対策講座や、参
加施設、事業者との個別面談を行います。申し込み不要、参加は無料です。
■日時　10 月 24 日（金）12：30 ～（受付）
■会場　釜石・大槌地域産業育成センター

岩手県福祉人材センター（三浦・白濱）　 ℡ 019-601-7061

福祉のしごと地域就職フェア in 釜石

まちのお知らせ

おめでた・おくやみ（敬称略）
8 月 15 日〜 9 月 15 日分

【出生】
佐　藤　蒼

あ

　勇
お

　（康 博・前 段）
佐　野　陽

はる

　昇
と

　（悟 寛・大 ケ 口）
長　峰　亜

あ

　美
み

　（ 稔 ・大 ケ 口 一）
倉　本　　和

のどか

　　（ 忍 ・吉里吉里二）
川　口　海

かい

　翔
と

　（泰 宏・浪 板）
堀　合　悠

は

　月
づき

　（俊 光・吉里吉里二）
足　立　蓬

ほう

士
じ

朗
ろう

　（孝 夫・桜 木 町）
山　﨑　悠

ゆう

　人
と

　（健 志・桜 木 町）

【婚姻】
　松　村　大　和　（吉里吉里三）
　山　口　　梢　　（釜 石 市）
　

【死亡】
佐々木　　巌　　（91・大 町）6/28
黒　澤　ユ　リ　（94・赤 浜 二）8/16
道　又　夫至子　（93・沢 山）8/18 
小　林　一　郎　（89・蕨 打 直）8/26
兼　澤　繁　子　（77・元 村）9/1
大和田　勝　利　（69・大 ケ 口 一）9/7
佐々木　庄　作　（86・大 ケ 口 一）9/11
藤　𠩤　チヨ子　（83・種 戸）9/12
黒　田　佐保香　（51・沢 山）9/12

町内各地の放射線量についてお知らせします

測定地点 放射線量 測定地点 放射線量
小鎚小学校仮設団地 0.051 大槌第 5 仮設団地（和野橋下流） 0.058 
小鎚仮設団地（佐野屋球場） 0.058 金沢小グランド 0.051 
大槌町役場 0.062 桜木町中央公園 0.066 
安渡第 2 仮設住宅（旧小学校） 0.060 源水（屋敷前） 0.064 
赤浜小学校グラウンド 0.058 大ケ口公園 0.064 
吉里吉里中学校仮設団地 0.071 沢山地区（高森団地） 0.066 
吉里吉里第 5 仮設団地（駅公園） 0.068 沢山地区（郵便局脇） 0.071 
吉里吉里第 2 仮設団地（浪板） 0.071 花輪田定住促進住宅裏 0.060 
大槌第 7 仮設団地（大柾橋下流） 0.062 測定地点平均値 0.061

　町内の放射線量測定結果についてお知らせします。9 月 17 日（水）に 測 定 し た 結
果は下の表のとおりです。なお、国の除染基準は 0.23 毎時マイクロシーベルトです。

  町民課　町民生活班　℡ 0193-42–8713

一般財団法人自治総合センターの「平成 26 年度コミュニティー助成事業」
に大槌町公民館吉里吉里分館運営委員会が事業申請を行い、吉里吉里公民館
に防災倉庫及びテントや発電機等の備品を配備しました。コミュニティー助
成事業は、宝くじの受託事業収入を財源とし、コミュニティーの健全な発展
を図るとともに宝くじの普及広報事業を目的としています。

コミュニティー助成事業で防災備品を配備しました

復興祈願！大槌町民大運動会

　町民に健康とふれあいと息抜きの場を
与えることなどを目的に、「復興祈願！
大槌町民大運動会」を開催します。
　リレーや借り物競走などの運動会の定
番競技のほか、性別年代関係なく参加で
きる競技も行います。
　町民の方、町にゆかりのある方、ボラ
ンティアで訪れた方、近隣市町村皆さま
など広く参加を募集します。皆さまの参
加をお待ちしています。
■日時　11月2日（日）9：00～11：40
※運動会終了後にフェスタ（炊き出し、催
しもの）を開催します。
■会場　大槌小中学校仮設校舎校庭（寺野）
※詳細や申込方法などについては今号に折
り込んでいるチラシをご覧ください。

大槌町民大運動会実行委員会
　 ℡ 080-1809-7768（川端）
　 ℡ 090-3868-6507（清水）
　 ℡ 080-6038-9579（渡辺）
　 FAX0193-55-6993
　 Email　igako1928@gmail.com

　総務省では、行政相談制度のより一層の利用を促進するため、この 1 週間を「行
政相談週間」と定め、全国一斉に各種行事を実施します。行政相談は、役所（国、県、
市町村）や独立行政法人・特殊法人などの仕事に関して、困っていることや要望し
たいことについて相談に応じ、その解決の促進を図るものです。
　行政相談委員は、この週間にちなみ、次のとおり行政相談所を開設しますので、
お気軽にご利用ください。相談は無料で秘密は厳守されます。なお、東日本大震災
に係る相談も受け付けます。
○今月の行政相談所の開催日時、場所は
　①10月17日（金）10：00～12：00 大槌町役場　②10月20日（月）10：00～12：00　金沢支所
○大槌町担当の行政相談は、若生晃委員が行います。

10月20日（月）、26日（日）は、「行政相談週間」です！〜行政困りごとありませんか〜

　岩手県居住支援協議会では、関係機関などと連携し、被災者向けの住宅再建相談会
を開催します。この相談会は、被災者に住宅再建に関する公的支援や融資、地域型復
興住宅などの情報提供を行うとともに住宅再建の専門家が個別の相談に応じます。
■日時・場所　10 月 19 日（日）
①【午前の部】10：00 ～12：30 まで【会場】役場仮庁舎（旧大槌小学校）３階大会議室
②【午後の部】14：00 ～16：00 まで【会場】小鎚仮設団地集会所（まごころ仮設団地）
■内容
・説明会　住宅の自立再建に対する公的支援制度、住宅融資などについて説明します。
・相談会　公的支援制度、住宅融資、住宅再建関係について個別に相談対応します。
※①②ともに事前申込および参加料不要です。直接会場にお越し下さい。

 岩手県県土整備部建築住宅課 ℡ 019-629-5933 復興推進課 建築住宅班℡ 0193-42-8714

住宅再建相談会を開催します
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み
祭
」

は
昭
和
８
年
の
「
花
巻
ま
つ
り
」

の
こ
と
で
す
が
、
今
年
の
「
大
槌

ま
つ
り
」
も
３
日
間
、
快
晴
に
恵

ま
れ
ま
し
た
。
町
は
祭
り
一
色
に

染
ま
り
、神
社
の
宮
司
さ
ん
が「
大

槌
で
は
１
年
に
１
回
の
祭
り
の
た

め
に
仕
事
を
す
る
」
と
語
っ
て
く

れ
た
言
葉
を
実
感
し
た
３
日
間
で

し
た
。（
但
木
）

編   

集   

後   

記

28Otsuchi

（
大
槌
町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長　

佐
々
木
健
）

　

平
成
13
（
2
0
0
1
）
年
7
月
の
こ
と
。
や
が
て
姉

妹
都
市
と
な
る
フ
ォ
ー
ト
ブ
ラ
ッ
グ
市
訪
問
の
た
め
、

当
時
の
町
長
、
山
崎
三
雄
氏
と
渡
米
。
帰
途
、
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
に
。
日
本
人
向
け
の
土
産
店「
岡
田
屋
」で
、

「
伊
能
大
図
模
写
本
2
0
7
枚
が
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書

館
で
発
見
」
と
い
う
、
毎
日
新
聞
の
電
子
版
に
遭
遇
。

　

平
成
16
（
2
0
0
4
）
年
に
、
そ
の
地
図
が
里
帰
り
。

仙
台
市
立
博
物
館
で
、伊
能
の
こ
と
を「
四
千
万
歩
の
男
」

に
著
し
た
井
上
ひ
さ
し
先
生
の
講
演
会
も
。

　

な
ん
と
会
場
に
入
る
な
り
、
最
初
に
掲
出
さ
れ
て
い

た
の
が
、
大
槌
の
部
分
。

　

フ
ロ
ア
ー
に
敷
か
れ
た
地
図
全
体
を
、
歩
き
回
り
な

が
ら
見
ら
れ
る
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
そ
こ
で
写
真
を
パ

チ
リ
。

　

菊
坂
峠
が
あ
り
、小
鎚
は
木
偏
表
記
。
大
槌
は
「
町
」、

赤
い
線
が
「
道
」。
安
渡
濱
は
大
槌
村
の
う
ち
、
赤
浜
は

書
か
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
蓬
莱
島
も
描
か
れ
て
い
ま
す
。

　

町
方
の
赤
い
線
で
描
か
れ
た
道
、
今
の
ま
ま
、
で
す
。

そ
う
で
す
、
現
代
ま
で
、
引
き
継
が
れ
て
き
た
の
で
す
。

午
後
2
時
前
後
、
宿
に
入
り
ま
す
。
宿
泊
し
た
の
は
、

四
日
町
の
、
代
官
所
の
役
人
を
務
め
て
い
た
藤ふ
じ

屋や

伝で
ん

兵べ

衛い

宅
。「
沿
海
日
記
」
に
は
、
家
の
つ
く
り
が
良
い
と

書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
27
日
、
朝
の
6
時
頃
に
出
よ
う
と
す
る
と
雨
が
振

り
出
し
、逗
と
う
り
ゅ
う留

。
夜
に
は
、天
体
観
測
を
行
っ
て
い
ま
す
。

残
さ
れ
た
地
図
を
見
る
と
、
藤
屋
か
ら
道
路
を
北
側
に

跨ま
た

ぎ
、
ど
う
や
ら
代
官
所
の
敷
地
内
で
、
北
極
星
を
計

測
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

　

28
日
は
朝
7
時
頃
に
出
立
。
八
日
町
を
測
量
し
、
向

川
原
、
新
町
と
進
み
、
大
槌
川
を
渡
り
、
安
渡
に
入
り

ま
す
。
吉
里
吉
里
坂
を
上
り
、
吉
里
吉
里
に
。

　

す
る
と
「
沿
海
日
記
」
は
新
し
い
頁
、
吉
里
吉
里
村
。

そ
し
て
次
の
よ
う
に
続
き
ま
す
。

　

前
川
善
兵
衛
な
る
も
の
あ
り

　

富
家
に
て
世
に
知
る
と
こ
ろ
な
り

　

尤も
っ
と

も
旧
家
に
て
三
四
代
已い

来ら
い

は
南
部
の
家か
ち
ゅ
う中

と
な
り

　

富と
み

は
古
い
に
し
えに
遙は
る

か
に
劣
り
と
云い
う

　

立た
ち

寄よ
り

て
一
覧
す

　

伊
能
の
別
の
「
測
量
日
記
」
に
は
、
前
川
善
兵
衛
旧

家
に
て
、 

此こ
の

四し

五ご

代だ
い

は
南
部
の
家
中
の
由よ
し

、
立た
ち

寄よ
る

、
諸

国
に
所い
わ
ゆ
る謂
南
部
の
キ
リ
キ
リ
な
る
も
の
な
り
、
と
。

　

横
浜
は
、
水
産
庁
所
管
の
中
央
水
産
研
究
所
。
こ
こ

に
前
川
家
文
書
が
保
存
さ
れ
て
い
ま
す
。「
当
家
代
々

の
記
録
」
に
、
伊
能
が
立
ち
寄
っ
た
こ
と
の
子
細
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ど
の
よ
う
に
し
て
、
伊
能
は
、
あ
れ
だ
け
精
度
の
高

い
日
本
地
図
を
作
る
こ
と
が
で
き
た
」
の
で
し
ょ
う
。

　
「
な
ぜ
、伊
能
は
前
川
家
を
訪
ね
た
」
の
で
し
ょ
う
か
。

（
大
槌
町
教
育
委
員
会
事
務
局
生
涯
学
習
課
長　

佐
々
木
健
）

　

そ
の「
事
件
」は
、安
政
7（
1
8
6
0
）年
に
。
い
や
、

そ
の
「
變へ
ん

」
は
、
で
し
ょ
う
か
。

　

地
下
鉄
、
東
京
メ
ト
ロ
。
有
楽
町
線
の
桜
田
門
駅
。

階
段
を
上
る
と
、
皇
居
の
お
堀
や
警
視
庁
、
引
き
も

切
ら
な
い
皇
居
周
回
の
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
。
す
る
と
、

あ
っ
、、、

　

目ま
ば
ゆ映

い
閃せ
ん

光こ
う

！
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
！
・
・
・
・
・

　

雪
が
静
か
に
降
る
。
そ
し
て
次
の
瞬
間
、
忽
た
ち
ま
ち

阿あ
び
き
ょ
う
か
ん

鼻
叫
喚
。

　
「
櫻さ
く
ら
だ
も
ん
が
い

田
門
外
の
變
」
と
、
正
字
で
は
書
く
よ
う
で
す
。

安
政
7
年
3
月
3
日
（
西
暦
で
は
3
月
24
日
）。
大
老
、

井い

伊い

直な
お

弼す
け

が
暗
殺
さ
れ
た
事
件
。

　

今
で
は
か
な
り
一
般
的
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
ば
、「
一い
ち

期ご

一い
ち

会え

」。
こ
れ
は
、
井
伊
直
弼
が
著
書

「
茶ち
ゃ
の
ゆ
い
ち
え
し
ゅ
う

湯
一
会
集
」の
巻
頭
に
。
実
は
、そ
の
思
想
が
、後
年
、

世
間
に
拡
散
し
た
も
の
。

　

一
期
（
一
生
）
に
一
度
だ
け
の
機
会
を
大
切
に
し
よ

う
、
と
一
般
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

千せ
ん
の
り
き
ゅ
う

利
休
の
弟
子
宗
二
、「
山や
ま
の
う
え
の
そ
う
じ
き

上
宗
二
記
」
に
「
一
期

に
一
度
の
会
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
る
、
と
も
。

　　

さ
て
、
一
生
に
一
度
だ
け
の
機
会
。
そ
の
瞬
間
に
、

そ
う
だ
と
思
え
る
こ
と
、
あ
る
で
し
ょ
う
。
け
れ
ど
、

大
概
は
、
当
た
り
前
に
過
ぎ
て
、
振
り
返
る
と
、「
あ
っ
」

て
な
感
じ
の
こ
と
も
。

　

享き
ょ
う
わ和
元
（
1
8
0
1
）
年
9
月
26
日
（
西
暦
で
は
11

月
2
日
）、
伊い

能の
う

忠た
だ

敬た
か

は
、
蝦え

夷ぞ

地
測
量
の
た
め
に
、

岩
手
県
沿
岸
を
北
上
し
ま
す
。
菊き
く

坂ざ
か

、
現
在
の
古こ
び
ょ
う
ざ
か

廟
坂

を
下
り
、
小
鎚
川
を
渡
り
、
城
じ
ょ
う
な
い内
か
ら
四
日
町
に
入
り

ま
す
。「
八
つ
頃
」、
と
い
う
と
、
そ
の
当
時
の
時
間
で

⑰
出
会
い
と
引
き
寄
せ　

そ
の
１

　

～
あ
の
伊
能
忠
敬
が
前
川
家
に
～

大
槌
学
の

　
す
ゝ
め


